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親と子どもの共同作業
　６月13日㈯、郷土資料館で『そば打ち体験』が開催され、
親子など12組が参加しました。
　参加者は、慣れない作業に苦戦しながらも、真剣な表情
でそば打ちに取り組んでいました。※関連記事15ページ。
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宅
地
開
発
と
人
口
増
加

　海
老
名
市
は
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
西
は
相
模
川
を
隔
て
て
厚
木
市

に
、
北
は
座
間
市
、
東
は
大
和
市
と
綾
瀬

市
、
南
は
藤
沢
市
と
高
座
郡
寒
川
町
に
接

し
て
い
ま
す
。

　南
北
に
長
い
地
形
の
中
央
に
は
、
『
相

模
横
山
九
里
の
土
手
』
と
呼
ば
れ
る
相
模

丘
陵
の
西
崖
が
縦
断
し
、
西
部
の
平
地
と

東
部
の
丘
陵
地
帯
に
大
き
く
二
分
さ
れ
、

丘
陵
地
帯
で
は
宅
地
開
発
が
進
み
、
人
口

の
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

広
が
る
田
園
風
景

　農
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
海
老
名

市
。
市
内
に
は
、
『
海
老
名
耕
地
』
と
呼

ば
れ
る
水
田
地
帯
が
広
が
り
、
実
が
大
き

く
て
味
の
よ
い
神
奈
川
県
の
推
奨
米
『
さ

と
じ
ま
ん
』
な
ど
が
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　米
作
以
外
に
も
、
露
地
栽
培
で
は
キ
ャ

ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
シ
な
ど
が
、
温

室
栽
培
で
は
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
マ
ス
ク

メ
ロ
ン
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

イ
チ
ゴ
は
神
奈
川
県
一
の
出
荷
量
を
誇
り
、

イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
特
産
品
『
い
ち
ご
わ
い

ん
』
や
『
い
ち
ご
酢
』
は
大
変
人
気
が
あ

り
ま
す
。

今
と
昔
が
寄
り
添
う
海
老
名
駅
周
辺

　海
老
名
市
に
は
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
な
ど
３

路
線
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
唯
一
そ
の
全

て
を
乗
り
入
れ
て
い
る
海
老
名
駅
は
、
１

日
平
均
で
20
万
人
以
上
の
人
が
乗
降
す
る

市
の
交
通
拠
点
の
一
つ
で
す
。

　駅
周
辺
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
国
指

定
の
史
跡
『
相
模
国
分
寺
跡
』
が
あ
り
ま

す
。
相
模
国
分
寺
は
奈
良
時
代
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
、
跡
地
が
歴
史

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
同
駅
近
く
に
は
、
巨
大
な
複
合

商
業
施
設
も
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
業

後
１
カ
月
で
200
万
人
以
上
が
来
場
し
た
同

平
成
22
年

４
月

　海
老
名
市
か
ら
登
別
市
に
対
し
、
消
防

車
両
５
台
を
寄
贈

４
月

　３
市
間
で
『
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
』
を
締
結

７
月

　海
老
名
市
で
登
別
物
産
展
を
開
催
（
以

降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　登
別
市
か
ら
海
老
名
市
に
対
し
、
ポ
ニ

ー
２
頭
を
寄
贈

平
成
23
年

４
月

　３
市
間
で
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣

言
』
に
調
印

９
月

　３
市
で
小
学
生
絵
画
作
品
交
流
展
を
開

催
（
以
降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　海
老
名
市
民
訪
問
団
が
登
別
市
を
訪
問

（
以
降
、
毎
年
訪
問
）

10
月

　海
老
名
市
で
少
年
野
球
交
流
大
会
を
開

催
（
３
市
が
参
加
）

11
月

　白
石
市
で
３
市
合
同
職
員
研
修
を
実
施

（
以
降
、
持
ち
回
り
で
毎
年
実
施
）

平
成
24
年

４
月

　海
老
名
市
で
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

な
ど
の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
拠
点
と
し
て

『
湯
鬼
神
』
を
出
店

９
月

　登
別
市
で
海
老
名
物
産
展
を
開
催
（
以

降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　海
老
名
市
中
学
生
が
登
別
市
を
訪
問

11
月

　登
別
市
の
大
停
電
に
対
し
、
白
石
市
、

海
老
名
市
か
ら
救
援
物
資
を
受
領

施
設
『
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
』
は
、
開
業
か
ら

13
年
た
っ
た
現
在
で
も
そ
の
勢
い
は
衰
え

ず
、
市
内
外
か
ら
多
数
の
人
が
来
場
し
て

い
ま
す
。

　な
お
、
海
老
名
駅
発
着
で
羽
田
空
港
直

通
運
行
の
『
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
』
が
出

て
い
ま
す
の
で
、
飛
行
機
で
お
越
し
の
方

で
も
、
歴
史
公
園
や
『
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
』

に
簡
単
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

神
奈
川
県
唯
一
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

　人
気
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し
て
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
『
海
老

名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
』
は
、
上
下
線
合
わ

せ
た
利
用
客
数
が
全
国
一
と
も
い
わ
れ
る

日
本
有
数
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
す
。

　『
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
』
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を

出
す
飲
食
店
な
ど
が
並
び
、
特
に
、
下
り

線
側
で
売
っ
て
い
る
、
生
地
に
メ
ロ
ン
果

汁
を
使
っ
た
中
ま
で
緑
色
の
『
海
老
名
メ

ロ
ン
パ
ン
』
が
大
変
人
気
で
す
。

　な
お
、
上
り
線
側
の
『
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ

海
老
名
』
は
、
高
速
道
路
利
用
者
以
外
の

方
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
、
海
老
名
駅
か

ら
150
円
で
乗
車
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
な
ど
も
出
て
い
ま
す
。
上
り
線
側
で
は

『
か
な
が
わ
の
名
産
100
選
』
で
あ
る
『
吟

味
豚
』
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か

　海
老
名
市
の
観
光
名
所
は
、
こ
れ
ま
で

紹
介
し
て
き
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
弥

生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
造
ら

れ
た
国
指
定
史
跡
『
秋
葉
山
古
墳
群
』
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
木
造
千
手
観
音
立

像
が
あ
る
『
龍
峰
寺
』
、
道
沿
い
に
寺
・

神
社
や
神
奈
川
県
指
定
天
然
記
念
物
『
海

老
名
の
大
欅
』
な
ど
が
並
ぶ
『
大
山
道
』

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
の
秋

に
は
、
海
老
名
駅
西
口
に
新
た
な
大
型
商

業
施
設
が
開
業
す
る
予
定
で
す
。

　７
月
26
日
㈰
に
は
、
前
年
に
約
14
万
人

の
方
が
来
場
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
え
び

な
市
民
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
平

成
23
年
か
ら
登
別
市
の
物
産
を
販
売
し
、

こ
と
し
も
販
売
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

会
場
の
『
海
老
名
運
動
公
園
』
に
は
登
別

市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ポ
ニ
ー
が
い
ま
す
。

登
別
市
に
関
わ
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
姉
妹
都
市

・
海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

平
成
26
年

１
月

　登
別
市
連
合
町
内
会
役
員
、
登
別
市
文

化
協
会
役
員
が
海
老
名
市
を
訪
問
し
、

民
間
交
流
を
実
施

４
月

　海
老
名
市
か
ら
登
別
市
内
の
病
院
に
対

し
、
救
急
車
両
１
台
を
寄
贈

10
月

　海
老
名
駅
前
に
『
え
び
〜
に
ゃ
ハ
ウ
ス
』

を
出
店
し
、
登
別
市
と
白
石
市
の
特
産

品
を
常
時
展
示
、
販
売

11
月

　海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹
都
市
提
携
20

周
年
記
念
式
典
の
祝
賀
会
で
、
白
石
市

長
立
ち
会
い
の
下
、
登
別
市
長
と
海
老

名
市
長
が
『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹

都
市
締
結
へ
の
決
意
書
』
に
署
名

12
月

　登
別
市
内
８
団
体
か
ら
、
登
別
市
、
登

別
市
議
会
へ
『
海
老
名
市
と
の
姉
妹
都

市
締
結
に
向
け
て
の
要
望
書
』
の
提
出

平
成
27
年

３
月

　登
別
市
議
会
定
例
会
で
、
海
老
名
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て
議
決

３
月

　海
老
名
市
の
最
高
経
営
会
議
に
て
決
定

し
た
『
登
別
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て
』
を
、
議
会
全
員
協
議
会
へ
報

告

５
月

　３
市
長
が
登
別
市
・
海
老
名
市
の
『
姉

妹
都
市
盟
約
書
』
に
署
名

62海老名市に遊びに行きませんか3 海老名市に遊びに行きませんか

　登
別
市
と
神
奈
川
県
海
老
名
市
の
交
流
は
、
両
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
の
紹
介

に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
23
年
に
３
市
で
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言
』
に
調

印
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
絆
を
深
め
、
５
月
18
日
㈪
に
は
、
姉
妹
都
市
提
携
の
盟
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　今
号
で
は
、
姉
妹
都
市
・
海
老
名
市
の
特
色
や
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

海老名市

神奈川県

さ
が
み
が
わ

じ
ん

ゆ

き

あ
き
ば
や
ま

り
ゅ
う
ほ
う
じ

お
お
け
や
き

お
お
や
ま
み
ち

こ
う
ざ
ぐ
ん

よ
こ
や
ま
く

り

さ
む
か
わ
ま
ち

▲ドライブの休憩に最適な『海老名サービスエリア』（海老名市提供）

▲歩いて楽しめる『ビナウォーク』（海老名市提供）

▲国指定史跡『相模国分寺跡』（海老名市提供）

登別市と海老名市

▲稲が生い茂る夏の田んぼ（海老名市提供）

▲

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　

（
☎
85
１
１
３
０
）

姉
妹
都
市
へ
の
歩
み

姉
妹
都
市
へ
の
歩
み

　登別市は、海老名市の７倍以上ある市面積
の約７割が山林で、自然に恵まれています。
　海老名市は、登別市より小さい市面積の中
で２倍以上の人びとが暮らし、人口密度が登
別市の20倍以上もあります。

市　制

人　口
世帯数

昭和45年８月
登別市

昭和46年11月
50,306人
25,059世帯

129,578人
53,191世帯

（５月31日現在） （６月１日現在）

面　積 212.21平方㌔㍍ 26.59平方㌔㍍

海老名市

エ

ク

ス

パ

ー

サぎ
ん

み
と
ん

新
た
な
「
姉
妹
」
を
紹
介
し
ま
す

海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
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流
宣

言
』
に
調
印

９
月

　３
市
で
小
学
生
絵
画
作
品
交
流
展
を
開

催
（
以
降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　海
老
名
市
民
訪
問
団
が
登
別
市
を
訪
問

（
以
降
、
毎
年
訪
問
）

10
月

　海
老
名
市
で
少
年
野
球
交
流
大
会
を
開

催
（
３
市
が
参
加
）

11
月

　白
石
市
で
３
市
合
同
職
員
研
修
を
実
施

（
以
降
、
持
ち
回
り
で
毎
年
実
施
）

平
成
24
年

４
月

　海
老
名
市
で
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

な
ど
の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
拠
点
と
し
て

『
湯
鬼
神
』
を
出
店

９
月

　登
別
市
で
海
老
名
物
産
展
を
開
催
（
以

降
、
毎
年
開
催
）

10
月

　海
老
名
市
中
学
生
が
登
別
市
を
訪
問

11
月

　登
別
市
の
大
停
電
に
対
し
、
白
石
市
、

海
老
名
市
か
ら
救
援
物
資
を
受
領

施
設
『
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
』
は
、
開
業
か
ら

13
年
た
っ
た
現
在
で
も
そ
の
勢
い
は
衰
え

ず
、
市
内
外
か
ら
多
数
の
人
が
来
場
し
て

い
ま
す
。

　な
お
、
海
老
名
駅
発
着
で
羽
田
空
港
直

通
運
行
の
『
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
』
が
出

て
い
ま
す
の
で
、
飛
行
機
で
お
越
し
の
方

で
も
、
歴
史
公
園
や
『
ビ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
』

に
簡
単
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

神
奈
川
県
唯
一
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

　人
気
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し
て
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
『
海
老

名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
』
は
、
上
下
線
合
わ

せ
た
利
用
客
数
が
全
国
一
と
も
い
わ
れ
る

日
本
有
数
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
す
。

　『
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
』
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を

出
す
飲
食
店
な
ど
が
並
び
、
特
に
、
下
り

線
側
で
売
っ
て
い
る
、
生
地
に
メ
ロ
ン
果

汁
を
使
っ
た
中
ま
で
緑
色
の
『
海
老
名
メ

ロ
ン
パ
ン
』
が
大
変
人
気
で
す
。

　な
お
、
上
り
線
側
の
『
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ

海
老
名
』
は
、
高
速
道
路
利
用
者
以
外
の

方
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
、
海
老
名
駅
か

ら
150
円
で
乗
車
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
な
ど
も
出
て
い
ま
す
。
上
り
線
側
で
は

『
か
な
が
わ
の
名
産
100
選
』
で
あ
る
『
吟

味
豚
』
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か

　海
老
名
市
の
観
光
名
所
は
、
こ
れ
ま
で

紹
介
し
て
き
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
弥

生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
造
ら

れ
た
国
指
定
史
跡
『
秋
葉
山
古
墳
群
』
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
木
造
千
手
観
音
立

像
が
あ
る
『
龍
峰
寺
』
、
道
沿
い
に
寺
・

神
社
や
神
奈
川
県
指
定
天
然
記
念
物
『
海

老
名
の
大
欅
』
な
ど
が
並
ぶ
『
大
山
道
』

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
の
秋

に
は
、
海
老
名
駅
西
口
に
新
た
な
大
型
商

業
施
設
が
開
業
す
る
予
定
で
す
。

　７
月
26
日
㈰
に
は
、
前
年
に
約
14
万
人

の
方
が
来
場
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
え
び

な
市
民
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
平

成
23
年
か
ら
登
別
市
の
物
産
を
販
売
し
、

こ
と
し
も
販
売
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

会
場
の
『
海
老
名
運
動
公
園
』
に
は
登
別

市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ポ
ニ
ー
が
い
ま
す
。

登
別
市
に
関
わ
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
姉
妹
都
市

・
海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

平
成
26
年

１
月

　登
別
市
連
合
町
内
会
役
員
、
登
別
市
文

化
協
会
役
員
が
海
老
名
市
を
訪
問
し
、

民
間
交
流
を
実
施

４
月

　海
老
名
市
か
ら
登
別
市
内
の
病
院
に
対

し
、
救
急
車
両
１
台
を
寄
贈

10
月

　海
老
名
駅
前
に
『
え
び
〜
に
ゃ
ハ
ウ
ス
』

を
出
店
し
、
登
別
市
と
白
石
市
の
特
産

品
を
常
時
展
示
、
販
売

11
月

　海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹
都
市
提
携
20

周
年
記
念
式
典
の
祝
賀
会
で
、
白
石
市

長
立
ち
会
い
の
下
、
登
別
市
長
と
海
老

名
市
長
が
『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹

都
市
締
結
へ
の
決
意
書
』
に
署
名

12
月

　登
別
市
内
８
団
体
か
ら
、
登
別
市
、
登

別
市
議
会
へ
『
海
老
名
市
と
の
姉
妹
都

市
締
結
に
向
け
て
の
要
望
書
』
の
提
出

平
成
27
年

３
月

　登
別
市
議
会
定
例
会
で
、
海
老
名
市
と

の
姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て
議
決

３
月

　海
老
名
市
の
最
高
経
営
会
議
に
て
決
定

し
た
『
登
別
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て
』
を
、
議
会
全
員
協
議
会
へ
報

告

５
月

　３
市
長
が
登
別
市
・
海
老
名
市
の
『
姉

妹
都
市
盟
約
書
』
に
署
名

62海老名市に遊びに行きませんか3 海老名市に遊びに行きませんか

　登
別
市
と
神
奈
川
県
海
老
名
市
の
交
流
は
、
両
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
の
紹
介

に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
23
年
に
３
市
で
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言
』
に
調

印
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
絆
を
深
め
、
５
月
18
日
㈪
に
は
、
姉
妹
都
市
提
携
の
盟
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　今
号
で
は
、
姉
妹
都
市
・
海
老
名
市
の
特
色
や
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

海老名市

神奈川県

さ
が
み
が
わ

じ
ん

ゆ

き

あ
き
ば
や
ま

り
ゅ
う
ほ
う
じ

お
お
け
や
き

お
お
や
ま
み
ち

こ
う
ざ
ぐ
ん

よ
こ
や
ま
く

り

さ
む
か
わ
ま
ち

▲ドライブの休憩に最適な『海老名サービスエリア』（海老名市提供）

▲歩いて楽しめる『ビナウォーク』（海老名市提供）

▲国指定史跡『相模国分寺跡』（海老名市提供）

登別市と海老名市

▲稲が生い茂る夏の田んぼ（海老名市提供）

▲

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　

（
☎
85
１
１
３
０
）

姉
妹
都
市
へ
の
歩
み

姉
妹
都
市
へ
の
歩
み

　登別市は、海老名市の７倍以上ある市面積
の約７割が山林で、自然に恵まれています。
　海老名市は、登別市より小さい市面積の中
で２倍以上の人びとが暮らし、人口密度が登
別市の20倍以上もあります。

市　制

人　口
世帯数

昭和45年８月
登別市

昭和46年11月
50,306人
25,059世帯

129,578人
53,191世帯

（５月31日現在） （６月１日現在）

面　積 212.21平方㌔㍍ 26.59平方㌔㍍

海老名市

エ

ク

ス

パ

ー

サぎ
ん

み
と
ん

新
た
な
「
姉
妹
」
を
紹
介
し
ま
す

海
老
名
市
に
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か



4平成28年１月から『マイナンバー制度』が始まります

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、

住
民
票
を
持
つ
全
て
の
方
に
通
知
さ
れ
る

12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て

法
律
で
定
め
ら
れ
た
も
の
を
『
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
』
と
言
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
持
つ
こ
と
で
、
国
や
地
方
自
治
体

な
ど
の
行
政
機
関
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

に
存
在
す
る
複
数
の
個
人
情
報
が
、
同
一

者
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策

の
各
分
野
の
行
政
手
続
き
に
お
い
て
効
率

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上
や
公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

●
公
平
・
公
正
な
社
会
の

　実
現

　
所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
状
況
を
把
握
し
や

す
く
な
り
、
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と

や
不
正
な
受
給
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

●
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
年
金
や
福
祉
な
ど
の
申
請
時
に
、
用
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
少
な
く
な

り
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
行
政
の
効
率
化

　
被
災
者
台
帳
の
作
成
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
行
政

支
援
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
社
会
保
障
関
係
の

　手
続
き

　
年
金
や
雇
用
保
険

の
資
格
取
得
・
確
認
・
給
付
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
事
務
、
医
療
保
険
の
給
付
の
請
求
、

児
童
手
当
の
現
況
届
や
生
活
保
護
、
福
祉

分
野
の
給
付
届
の
際
な
ど
に
提
示
。

●
税
務
関
係
の
手
続
き

　
税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書
や
届

出
書
、
法
定
調
書
、
都
道
府
県
・
市
町
村

に
提
出
す
る
申
告
書
、
給
与
支
払
報
告
書
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
に
記
載
。

●
災
害
対
策

　
防
災
・
災
害
対
策

に
関
す
る
事
務
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援

金
の
給
付
、
被
災
者

台
帳
の
作
成
事
務
な

ど
で
使
用
。

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』っ
て
な
に
？

ど
ん
な
風
に
便
利
に
な
る
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ど
ん
な
場
面
で

必
要
に
な
る
の
？

▼問い合わせ
　企画調整グループ
　（☎85５１０９）

▲マイナンバーキャラクター
　マイナちゃん

平成28年１月から
『マイナンバー制度』が始まります

　間もなく開始が予定されている『マイ
ナンバー制度』。わたしたちの暮らしがどの
ように変わるのか、どのよ
うな場面で使用するのか
ご存じでしょうか。
　今号では、マイナンバー
制度についてお知らせします。

厚生年金の裁定請求の際に、
年金事務所にマイナンバーを
提示します。

証券会社や保険会社などに
マイナンバーを提示し、
法定調書などに記載します。

勤務先にマイナンバーを提示し、
源泉徴収票などに記載します。

顧客の個人番号を法定調書
などに記載して税務署など
に提出します

従業員やその扶養家族の個人番号を
源泉徴収票などに記載して税務署や
市区町村に提出します

私
た
ち
に

ど
う
関
係
し
て

く
る
の
？

たとえば
こんなときに
使います

年金事務所
保険会社 勤務先



5 平成28年１月から『マイナンバー制度』が始まります

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

氏
名
や
住
所
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情

報
と
関
連
付
け
て
利
用
す
る
た
め
、
取
り

扱
い
に
対
す
る
安
全
管
理
対
策
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
番
号
法
で
は
不

正
利
用
や
情
報
漏
え
い
に
対
し
て
、
懲
役

や
罰
金
に
よ
る
厳
し
い
罰
則
が
規
定
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
面
で
も
、
国
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

安
全
管
理
措
置
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ

れ
て
お
り
、
民
間
企
業
に
も
遵
守
と
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
安
全
・
安
心
に
利
用
す
る
た

め
に
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方
か

ら
個
人
情
報
を
保
護
す
る
措
置
を
講
じ
て

い
ま
す
。

制
度
面
の
保
護
措
置

・
法
律
や
条
例
に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除

き
、
情
報
の
利
用
・
収
集
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正
に
利
用
し
た
場

合
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

本
人
確
認
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と

身
元
の
確
認
）
を
徹
底
し
ま
す
。

・
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い
う
第

三
者
機
関
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切

に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
監
視
・
監
督
し

ま
す
。

シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置

・
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
職
員
を

制
限
・
管
理
し
ま
す
。

・
情
報
の
照
会
・
提
供
を
行
う
際
に
は
、

通
信
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
ま
す
。

・
万
が
一
に
備
え
、
個
人
情
報
を
一
元
的

に
管
理
せ
ず
、
必
要
な
と
き
に
の
み
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
行
政
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
保
有
す
る
情
報
の
照
会
・
提

供
を
行
い
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
13
桁
の
法
人
番
号

が
指
定
さ
れ
、
登
記
上
の
所
在
地
に
通
知

さ
れ
ま
す
（
法
人
の
支
店
・
事
業
所
や
個

人
事
業
者
に
は
指
定
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
、
事
業
者

の
方
が
国
や
地
方
公
共
団
体
に
各
種
届
出

を
す
る
際
、
税
の
手
続
き
な
ど
の
関
係
書

類
に
、
法
人
番
号
や
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
従

業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
・
管
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

事
業
者
は
『
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な

取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
事

業
者
編
）
』
な
ど
に
基
づ
き
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
適
正
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▼
種
類
・
開
始
時
期

所
得
税

　
平
成
28
年
１
月
１
日
の
属
す
る
年
分
以

　
降
の
申
告
書
か
ら

法
人
税

　
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る

　
事
業
年
度
に
係
る
申
告
書
か
ら

源
泉
徴
収
票

　
平
成
28
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

　
か
ら

申
請
書
・
届
出
書

　
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
提
出
す
べ

　
き
申
請
書
な
ど
か
ら

個
人
情
報
の
管
理
は
安
全
な
の
？

　
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』
は
、

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な

制
度
に
な
る
た
め
、
今
後
も
広

報
の
ぼ
り
べ
つ
で
お
知
ら
せ
を

し
て
い
き
ま
す
。

通知カードや個人番号交付について

▼問い合わせ　市民サービスグループ
　　　　　　　　　　　　　（☎85１８５５）

ｰマイナンバー制度実施の流れｰ

平成27年10月～

平成28年１月～

平成29年１月～

簡易書留で通知カード
を受け取り。

マイナンバーの利用開始。
個人番号カードの交付を
受けることができます。

マイナポータルの利用
開始予定。

　平成27年10月５日以
降、住民票を有する全て
の方にマイナンバーが記
載された通知カードが、
世帯ごとに簡易書留で
郵送されます。
　原則として、住民票に
登録されている住所あて
に郵送されますので、住
民票の住所と異なるとこ
ろにお住まいの方はご
注意ください。

　個人番号カードは、希
望する方の申請により交
付されます（交付手数料
は無料の予定です）。
　個人番号カードには、
氏名、住所、生年月日、
性別、マイナンバー、ご本
人の顔写真が表示され
ます。また、これらの事
項が記録されたＩＣチッ
プが搭載され、ｅｰＴａｘ
などの電子申請が行える
ようになります。

　マイナンバーの提供記
録を確認できるようにな
る予定です。
　インターネットで、マイ
ナポータルと呼ばれるサ
イトからマイナンバーの
付いた自分の情報がい
つ、どことやりとりされ
たのかを確認できます。

イー　　　タックス
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３月31日現在の状況をお知らせします －予算執行状況－

―水道料金はこう使われています―
　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆さんが納入する水
道料金などを財源として、毎年度、水道施設の整備を行っています。
　今号では、平成26年度下半期の予算執行状況などについてお知ら
せします。

問い合わせ　水道グループ（☎85５５０１）

［収益的収支］※１
　収入は、水道料金収入が主で、執
行率は97.8㌫となっています。一方、
支出は、浄水場や配水管の維持管理
費などにより執行率は94.6㌫となっ
ています。

※１　収益的収支とは？
　年度内に発生すると見込まれる
全ての収益とそれに対応する全て
の費用のこと

［資本的収支］※２
　収入は、予算の大部分が借入金な
どで、執行率は66.7㌫となっていま
す。一方、支出は、配水管の整備事
業や水道メーターの購入、借入金の
償還などにより執行率は87.7㌫とな
っています。
　なお、登別温泉浄水場導水管災害
復旧事業を翌年度に繰り越したこと
により、執行率が例年よりも低くな
っています。

※２　資本的収支とは？
　施設の整備や企業債の償還元金
などの支出、これに要する資金と
しての企業債収入などのこと

9億1,546万円

2,205万円

1,968万円

3,781万円

0円

9億9,500万円

4億5,001万円
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1,060万円

3万円

0円

4億7,133万円
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3,403万円

35万円

5億203万円

8億9,880万円

2,053万円

1,962万円

3,406万円

35万円

9億7,336万円

98.2%

93.1%

99.7%

90.1%

17650.0%

97.8%

予算額
執行率

執 行 額

水 道 料 金

受託工事収益

その他営業収益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

計

科　目

収

入

1億8,314万円

1億3,004万円

9,739万円

3億2,800万円
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1億5,434万円

9億2,280万円
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94.6%

委 託 費

人 件 費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

維持管理費等

計

支

出

上半期 下半期 計
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455万円
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1億8,495万円
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1,035万円
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1億2,331万円
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予算額
執行率

執 行 額

企 業 債

工 事 負 担 金

国 庫 補 助 金
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収

入
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71.5%
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94.9%

96.1%

98.9%

28.4%

87.7%

工 事 請 負 費

企業債償還金

人 件 費

量水器購入費

修 繕 費

委 託 費

そ の 他 経 費

計

支

出

上半期 下半期 計

水道事業会計の財政公表

▲市の水源の１つである来馬川
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7 水道事業会計の財政公表

　市は、安定的に水道水をお届けするため、管路の更新や耐震化
などの整備を行っています。企業債は、これらの建設改良に伴う
資金が必要なとき、その財源として発行を認められるものです。
　平成26年度は、１億1,150万円の企業債を発行しました。また、
これまでに借り入れた企業債の元金２億6,424万円と利子9,640
万円、合計３億6,064万円を支払いました。

平成26年度は１憶1,150万円の
企業債を発行 －企業債の状況－

　平成26年度末の行政区域内人口５万255人に対し、給水人
口が４万9,504人で、水道普及率が98.51㌫となり、市内の
ほとんどの家庭に水道水を供給していることになります。
　水道の使用区分は、家事用・家事用以外・公衆浴場用・臨
時用と４つの用途に分かれています。
　家事用は、給水戸数が前年度に比べ増加していますが、給
水量は前年度に比べ減少しました。家事用以外は、給水戸数、
給水量ともに減少傾向が続いています。給水量の推移として
は、増加している年度もありますが、全体的には家事用、家
事用以外ともに減少している傾向にあります。

給水量は減少傾向
－給水量と給水戸数の状況－

用途別給水戸数及び給水量

20,825

1,216

2

44

22,087

3,431,644

803,091

5,986

1,163

4,241,884

11,622㎥

用途区分

家事用

家事用
以外

公衆
浴場用

１日平均
給水量

臨時用

合計

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

20,990

1,211

2

41

22,244

3,369,339

758,918

4,479

382

4,133,118

11,293㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

21,028

1,217

1

48

22,294

3,360,165

752,216

0

1,136

4,113,517

11,270㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

20,964

1,201

1

42

22,208

3,307,705

761,127

0

3,038

4,071,870

11,156㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

20,988

1,200

1

48

22,237

3,238,823

706,600

0

707

3,946,130

10,811㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

▲企業債の状況（各年度末残高）



6水道事業会計の財政公表

３月31日現在の状況をお知らせします －予算執行状況－

―水道料金はこう使われています―
　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆さんが納入する水
道料金などを財源として、毎年度、水道施設の整備を行っています。
　今号では、平成26年度下半期の予算執行状況などについてお知ら
せします。

問い合わせ　水道グループ（☎85５５０１）

［収益的収支］※１
　収入は、水道料金収入が主で、執
行率は97.8㌫となっています。一方、
支出は、浄水場や配水管の維持管理
費などにより執行率は94.6㌫となっ
ています。

※１　収益的収支とは？
　年度内に発生すると見込まれる
全ての収益とそれに対応する全て
の費用のこと

［資本的収支］※２
　収入は、予算の大部分が借入金な
どで、執行率は66.7㌫となっていま
す。一方、支出は、配水管の整備事
業や水道メーターの購入、借入金の
償還などにより執行率は87.7㌫とな
っています。
　なお、登別温泉浄水場導水管災害
復旧事業を翌年度に繰り越したこと
により、執行率が例年よりも低くな
っています。

※２　資本的収支とは？
　施設の整備や企業債の償還元金
などの支出、これに要する資金と
しての企業債収入などのこと

9億1,546万円

2,205万円

1,968万円

3,781万円

0円

9億9,500万円

4億5,001万円

1,069万円

1,060万円

3万円

0円

4億7,133万円

4億4,879万円

984万円

902万円

3,403万円

35万円

5億203万円

8億9,880万円

2,053万円

1,962万円

3,406万円

35万円

9億7,336万円

98.2%

93.1%

99.7%

90.1%

17650.0%

97.8%

予算額
執行率

執 行 額

水 道 料 金

受託工事収益

その他営業収益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

計

科　目

収

入

1億8,314万円

1億3,004万円

9,739万円

3億2,800万円

2,989万円

1億5,434万円

9億2,280万円

8,084万円

5,725万円

4,896万円

0円

0円

4,744万円

2億3,449万円

9,383万円

6,886万円

4,744万円

3億2,467万円

1,675万円

8,705万円

6億3,860万円

1億7,467万円

1億2,611万円

9,640万円

3億2,467万円

1,675万円

1億3,449万円

8億7,309万円

95.4%

97.0%

99.0%

99.0%

56.0%

87.1%

94.6%

委 託 費

人 件 費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

維持管理費等

計

支

出

上半期 下半期 計

1億5,150万円

455万円

2,890万円

1億8,495万円

0円

89万円

0円

89万円

1億1,150万円

946万円

146万円

1億2,242万円

1億1,150万円

1,035万円

146万円

1億2,331万円

73.6%

227.4%

5.0%

66.7%

予算額
執行率

執 行 額

企 業 債

工 事 負 担 金

国 庫 補 助 金

計

科　目

収

入

2億5,484万円

2億6,424万円

3,205万円

5,473万円

816万円

4,476万円

744万円

6億6,622万円

8,248万円

1億3,139万円

1,377万円

5,030万円

287万円

891万円

92万円

2億9,064万円

9,965万円

1億3,285万円

1,772万円

165万円

497万円

3,537万円

119万円

2億9,340万円

1億8,213万円

2億6,424万円

3,149万円

5,195万円

784万円

4,428万円

211万円

5億8,404万円

71.5%

100.0%

98.3%

94.9%

96.1%

98.9%

28.4%

87.7%

工 事 請 負 費

企業債償還金

人 件 費

量水器購入費

修 繕 費

委 託 費

そ の 他 経 費

計

支

出

上半期 下半期 計

水道事業会計の財政公表

▲市の水源の１つである来馬川

0.0

10.0

20.0

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
（億円）

49.8億円 48.4億円 46.8億円 45.1億円 43.6億円

10.7億円 10.0億円 9.2億円 8.5億円

■元金　　■利子

7.7億円

7 水道事業会計の財政公表

　市は、安定的に水道水をお届けするため、管路の更新や耐震化
などの整備を行っています。企業債は、これらの建設改良に伴う
資金が必要なとき、その財源として発行を認められるものです。
　平成26年度は、１億1,150万円の企業債を発行しました。また、
これまでに借り入れた企業債の元金２億6,424万円と利子9,640
万円、合計３億6,064万円を支払いました。

平成26年度は１憶1,150万円の
企業債を発行 －企業債の状況－

　平成26年度末の行政区域内人口５万255人に対し、給水人
口が４万9,504人で、水道普及率が98.51㌫となり、市内の
ほとんどの家庭に水道水を供給していることになります。
　水道の使用区分は、家事用・家事用以外・公衆浴場用・臨
時用と４つの用途に分かれています。
　家事用は、給水戸数が前年度に比べ増加していますが、給
水量は前年度に比べ減少しました。家事用以外は、給水戸数、
給水量ともに減少傾向が続いています。給水量の推移として
は、増加している年度もありますが、全体的には家事用、家
事用以外ともに減少している傾向にあります。

給水量は減少傾向
－給水量と給水戸数の状況－

用途別給水戸数及び給水量

20,825

1,216

2

44

22,087

3,431,644

803,091

5,986

1,163

4,241,884

11,622㎥

用途区分

家事用

家事用
以外

公衆
浴場用

１日平均
給水量

臨時用

合計

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

20,990

1,211

2

41

22,244

3,369,339

758,918

4,479

382

4,133,118

11,293㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

21,028

1,217

1

48

22,294

3,360,165

752,216

0

1,136

4,113,517

11,270㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

20,964

1,201

1

42

22,208

3,307,705

761,127

0

3,038

4,071,870

11,156㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

20,988

1,200

1

48

22,237

3,238,823

706,600

0

707

3,946,130

10,811㎥

給水戸数
（戸）

年間給水量
（㎥）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

▲企業債の状況（各年度末残高）



　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、
各

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
な
ど
を

処
理
す
る
た
め
、
主
に
市
街
地
に
お
い
て
、

生
活
排
水
を
処
理
場
に
運
ぶ
た
め
の
下
水

道
管
（
汚
水
管
渠
）
や
処
理
場
（
若
山
浄

化
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

大
雨
時
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
雨
水
を
河

川
な
ど
に
排
出
す
る
た
め
の
、
下
水
道
管

（
雨
水
管
渠
）
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
で
は
、
公
共

下
水
道
事
業
で
汚
水
管
渠
を
整
備
す
る
以

外
の
地
域
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
希
望
に

応
じ
て
、
各
家
庭
に
浄
化
槽
（
生
活
排
水

な
ど
を
洗
浄
し
て
川
な
ど
に
排
出
す
る
た

め
の
設
備
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

8下水道事業会計の財政公表

下水道事業の経営状況をお知らせします

下水道事業会計の財政公表

問い合わせ　下水道グループ（☎85９０５２）

　
下
水
道
事
業
で
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
せ
つ
物
や
生
活
排
水
（
茶

碗
洗
い
や
洗
濯
な
ど
に
使
っ
た
水
な
ど
）
を
周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
な
く
処
理
し
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の
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に
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的
に
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活
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に
、
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雨
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ど
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の
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を
目
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に
、
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の
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を
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ま
す
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市
の
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は
、
地
方
公
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が
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す
る
企
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と
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、
独
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を
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に
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は
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に
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３月末
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86.5％
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３月末

▲239人
0.1％
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※水洗化人口は、生活排水などの排出に下水道を利用している市民の数を表しています。
※水洗化率は、水洗化人口をそれぞれ平成26年３月末時点、平成27年３月末時点の供用開始人口
（下水道管が設置され、下水道を利用できる地域に居住する市民の数）で除した数値です。
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、
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被
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が
頻
発
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こ
と
を
踏
ま
え
、
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の
新
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を
計
画
的
に

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
下
水
道
事
業
の
予
算
は
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
う
た
め
の
『
収
益
的
収
支
』
と
、
新

た
な
施
設
の
整
備
や
既
に
設
置
さ
れ
た
施
設
の
更
新
を
行
う
た
め
の
『
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本
的
収
支
』
に
分
か
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ま
す
。

　
平
成
26
年
度
下
半
期
に
お
け
る
各
収
支
の
予
算
執
行
状
況
お
よ
び
上
半
期
か
ら
の
累
計
の
執

行
状
況
は
次
の
と
お
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で
す
。

経
理
の
状
況

新
事
業
年
度
の
経
営
方
針
及
び
予
算
の
概
要

▲

下水道が整備されたら
汲み取り式トイレは３年以内に水洗トイレにしなければいけません。
台所や風呂などの汚水を道路の側溝などに流している場合は、排水設備を設置し、
下水道に流さなければいけません。▲

浄化槽を設置している方へ
浄化槽を設けて水洗トイレを使用している方も、台所や風呂などの汚水を下水道
に流さなければなりませんので、トイレとともに、早めに排水設備の設置をお願い
します。▲

ルールを守って上手に使いましょう
・水洗トイレには専用の紙以外流さないでください。
・台所から食用湯、野菜くずなどを流さないでください。
・油や薬品、シンナー、ガソリン、雪などを流さないでください。
・排水管は定期的に点検・清掃をしましょう。

【収益的収支】 （単位：千円）
科　　目

営業収益
下水道使用料
一般会計負担金
その他
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一般会計補助金
長期前受金戻入
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科　　目

営業費用
職員給与費
施設管理費
減価償却費
その他

営業外費用
支払利息
その他

特別損失ほか
合　　計

698,325
640,187
58,034

104
1,204,598
750,924
431,105
22,569

1,902,923

1,492,937
69,881

339,781
1,007,505

75,770
416,455
396,643
19,812
9,194

1,918,586

336,757
324,117
12,594

46
419,296
▲30,744
433,397
16,643

756,053

1,302,114
42,201

204,805
1,004,002

51,106
205,047
194,767
10,280
6,702

1,513,863

698,717
642,810
55,814

93
1,188,241
733,049
433,398
21,794

1,886,958

1,458,700
68,662

320,991
1,004,002

65,045
406,016
395,736
10,280
12,333

1,877,049

100.1％
100.4％
96.2％
89.4％
98.6％
97.6％

100.5％
96.6％
99.2％

97.7％
98.3％
94.5％
99.7％
85.8％
97.5％
99.8％
51.9％

134.1％
97.8％

収
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支

出

予算額 下期執行額 累計執行額 累計執行率

予算額 下期執行額 累計執行額 累計執行率

【資本的収支】 （単位：千円）
科　　目

企業債
負担金

受益者負担金・分担金
一般会計負担金

補助金
一般会計補助金
国庫補助金

合　　計
科　　目

建設改良費
企業債償還金
その他
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777,100
28,460
28,251

209
349,748
140,027
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1,155,308

636,819
1,117,336

1,000
1,755,155

750,600
▲3,578
16,415

▲19,993
258,537
64,260

194,277
1,005,559

181,950
561,631

0
743,581

750,600
33,822
33,613

209
333,979
139,702
194,277

1,118,401

586,682
1,117,335

0
1,704,017

96.6％
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平成27年度予算（概要） （単位：千円）
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収益的収支（３条予算）

公共下水道事業
個別排水処理施設事業

資本的収支（４条予算）
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1,872,000
1,860,538

11,462
1,123,900
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13,607

1,871,900
1,860,180

11,720
1,708,800
1,693,267

15,533

収　　入 支　　出
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台所や風呂などの汚水を道路の側溝などに流している場合は、排水設備を設置し、
下水道に流さなければいけません。▲

浄化槽を設置している方へ
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に流さなければなりませんので、トイレとともに、早めに排水設備の設置をお願い
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ルールを守って上手に使いましょう
・水洗トイレには専用の紙以外流さないでください。
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・油や薬品、シンナー、ガソリン、雪などを流さないでください。
・排水管は定期的に点検・清掃をしましょう。
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一般会計負担金
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補助金
一般会計補助金
国庫補助金

合　　計
科　　目

建設改良費
企業債償還金
その他

合　　計

777,100
28,460
28,251

209
349,748
140,027
209,721

1,155,308

636,819
1,117,336

1,000
1,755,155

750,600
▲3,578
16,415

▲19,993
258,537
64,260

194,277
1,005,559

181,950
561,631

0
743,581

750,600
33,822
33,613

209
333,979
139,702
194,277

1,118,401

586,682
1,117,335

0
1,704,017

96.6％
118.8％
119.0％
100.0％
95.5％
99.8％
92.6％
96.8％

92.1％
100.0％
0.0％

97.1％

収

支

支

出

予算額 下期執行額 累計執行額 累計執行率

予算額 下期執行額 累計執行額 累計執行率

平成27年度予算（概要） （単位：千円）
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収益的収支（３条予算）

公共下水道事業
個別排水処理施設事業
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公共下水道事業
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収　　入 支　　出



●保管場所を表すシールの貼付は２カ所
　　　きずな安心キットを入れてある冷蔵庫の外扉
　　　玄関の内側

●セット内容
　１．ボトル（筒）
　２．玄関用ステッカー
　３．冷蔵庫用マグネットシート
　４．きずなづくり台帳（複写式）
　５．きずなづくり台帳利用のすすめ

▶問い合わせ　社会福祉グループ（☎85 1 9 1 1)､ 登別市社会福祉協議会（☎88 0 8 6 0)

きずな安心キット・きずなづくり台帳
～支え合いの小地域ネットワーク活動　平成27年度の取り組み～

きずな安心キット・きずなづくり台帳
～支え合いの小地域ネットワーク活動　平成27年度の取り組み～

　小地域ネットワーク活動とは、市や町内会、民生委員児童委員などが連携し、高齢者や障がいによって支援が必要
な方への見守りや声掛けなどを行う“誰もが安心して暮らすための、住民同士の支え合い・助け合い活動”です。
　災害や緊急時を意識した日頃からの見守りや助け合い活動を全市に広げるため、対象世帯の把握と連絡体制の整備
を目指し、平成27年度からその活動をリニューアルします。今回、新しくなるポイントを紹介します。
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・単身高齢者（おおむね75歳以上で、日常的に見守りや声掛けが必要な方）
・高齢者夫婦世帯（おおむね75歳以上のみの世帯で、日常的に見守りや声掛けが必要な方）
・身体が不自由な方（車いす利用者や、視力障がいなどのある方）
・判断能力が不十分な方（認知症の方や、知的障がいのある方）
・そのほか支援が必要な方（災害時に自ら避難することが困難な方）

◆対象者の目安◆対象者の目安

　小地域ネットワーク活動参加町内会を通じて配付します。きずな安心キットは、すぐ取り出せる場所、冷蔵庫な
どに保管しましょう。

◆配付について◆配付について

●使い方
　きずなづくり台帳に名前や緊急連絡先などを記入し、処方薬
の情報などと一緒に筒の中に入れておきます。
　筒をすぐ取り出せる場所に保管しておくことで、いざという
ときに、異変に気付いた人が中身を確認し、迅速な救急活動へ
つなげることができます。　

冷蔵庫に複数扉がある場合は、きずな安
心キットを入れた箇所の外扉に貼ります。

玄関を開けたときに、シールが隠れないよう
に、玄関内側の上部に貼りましょう。

10きずな安心キット・きずなづくり台帳

★1
★2

★1 ★2

11 若年者等キャリアカウンセリング事業『キャリアサポートのぼりべつ』をご利用ください

（昼間相談）毎週水・金曜日８時30分～17時
（夜間相談）月曜日から金曜日までの17時以降
※夜間相談は、昼間の相談ができない方が対象です。
　日時調整のため、事前にご連絡ください。
※８月13日から16日まで、12月29日から翌年１月３日
　までは休みです。
※相談日が祝日に当たる場合は、その翌日に実施しま
　す。

職業訓練センター（青葉町42－13）

※上記のほか、年６回程度、職務経歴書や履歴書の書き方などを学ぶための就職セミ
　ナーも開催します。
　実施日時などは、広報のぼりべつや市ホームページでお知らせします。
※『キャリアサポートのぼりべつ』は市からの委託を受け、登別職業訓練協会が実施
　しています。

地域職業相談室
（アーニス２階）

毎週土曜日
10時～17時

日時

場所

◆相談日時・場所◆相談日時・場所

　キャリアカウンセラーが個別の相談
を受け付けるほか、セミナーを通して
積極的な就職活動に向けてのお手伝い
をします。

※キャリアカウンセラーとは、面談な
　どを通して相談者自身の価値観や人
　生観の再発見を促し、自己理解を深
　め、望ましいキャリアの選択・開発
　を支援する、キャリア形成の専門家
　です。
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このような悩みをお持ちの方は、ぜひ一度
ご相談ください
●就職したいが、何から始めたら良いのか分
　からない
●履歴書の書き方が分からない
●自分にどのような仕事が合っているのか分
　からない
●何度も面接を受けているが、なかなか採用
　してもらえない　など
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　　　きずな安心キットを入れてある冷蔵庫の外扉
　　　玄関の内側

●セット内容
　１．ボトル（筒）
　２．玄関用ステッカー
　３．冷蔵庫用マグネットシート
　４．きずなづくり台帳（複写式）
　５．きずなづくり台帳利用のすすめ

▶問い合わせ　社会福祉グループ（☎85 1 9 1 1)､ 登別市社会福祉協議会（☎88 0 8 6 0)

きずな安心キット・きずなづくり台帳
～支え合いの小地域ネットワーク活動　平成27年度の取り組み～

きずな安心キット・きずなづくり台帳
～支え合いの小地域ネットワーク活動　平成27年度の取り組み～

　小地域ネットワーク活動とは、市や町内会、民生委員児童委員などが連携し、高齢者や障がいによって支援が必要
な方への見守りや声掛けなどを行う“誰もが安心して暮らすための、住民同士の支え合い・助け合い活動”です。
　災害や緊急時を意識した日頃からの見守りや助け合い活動を全市に広げるため、対象世帯の把握と連絡体制の整備
を目指し、平成27年度からその活動をリニューアルします。今回、新しくなるポイントを紹介します。
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・単身高齢者（おおむね75歳以上で、日常的に見守りや声掛けが必要な方）
・高齢者夫婦世帯（おおむね75歳以上のみの世帯で、日常的に見守りや声掛けが必要な方）
・身体が不自由な方（車いす利用者や、視力障がいなどのある方）
・判断能力が不十分な方（認知症の方や、知的障がいのある方）
・そのほか支援が必要な方（災害時に自ら避難することが困難な方）

◆対象者の目安◆対象者の目安

　小地域ネットワーク活動参加町内会を通じて配付します。きずな安心キットは、すぐ取り出せる場所、冷蔵庫な
どに保管しましょう。

◆配付について◆配付について

●使い方
　きずなづくり台帳に名前や緊急連絡先などを記入し、処方薬
の情報などと一緒に筒の中に入れておきます。
　筒をすぐ取り出せる場所に保管しておくことで、いざという
ときに、異変に気付いた人が中身を確認し、迅速な救急活動へ
つなげることができます。　

冷蔵庫に複数扉がある場合は、きずな安
心キットを入れた箇所の外扉に貼ります。

玄関を開けたときに、シールが隠れないよう
に、玄関内側の上部に貼りましょう。

10きずな安心キット・きずなづくり台帳
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11 若年者等キャリアカウンセリング事業『キャリアサポートのぼりべつ』をご利用ください

（昼間相談）毎週水・金曜日８時30分～17時
（夜間相談）月曜日から金曜日までの17時以降
※夜間相談は、昼間の相談ができない方が対象です。
　日時調整のため、事前にご連絡ください。
※８月13日から16日まで、12月29日から翌年１月３日
　までは休みです。
※相談日が祝日に当たる場合は、その翌日に実施しま
　す。

職業訓練センター（青葉町42－13）

※上記のほか、年６回程度、職務経歴書や履歴書の書き方などを学ぶための就職セミ
　ナーも開催します。
　実施日時などは、広報のぼりべつや市ホームページでお知らせします。
※『キャリアサポートのぼりべつ』は市からの委託を受け、登別職業訓練協会が実施
　しています。
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12後期高齢者医療制度のお知らせ

後期高齢者医療制度のお知らせ
保険証（被保険者証）と減額認定証の一斉更新について

　　　　　　 問い合わせ
年金・長寿医療グループ（☎85 2 1 3 7）
北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　　（☎ 0 1 1 － 2 9 0 － 5 6 0 1）

現在お持ちの保険証と減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）の
有効期限は７月31日（金）です。

平成27年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

　７月中に新しい保険証と減額認定証を郵送しますので、８月１日㈯からは新し
いものを使用してください。
○新しい保険証と減額認定証の有効期限は、平成28年７月31日㈰までです。
○新しい保険証の色はオレンジ色、減額認定証はピンク色です。

■ 保険証と減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）が新しくなります ■■ 保険証と減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）が新しくなります ■

　現在、減額認定証をお持ちでない方で、交付要件（区分①または②）に該当す
る方は、年金・長寿医療グループに申請してください。

　被保険者の方に健康や医療に対する理解を深めてもらうため、医療費を半年ごとにまとめ、発行
希望者を対象に医療費通知を送付しています。
　新たに発行を希望する方は、北海道後期高齢者医療広域連合または年金・長寿医療グループへご
連絡ください（電話連絡のみで手続きできます）。
　なお、次回の発行は、９月（平成27年１月～６月の医療費が対象）に行います。
※すでに『発行希望』の連絡をいただいている方は、継続して発行しますので再度の連絡は必要あ
　りません。
※この通知を受け取ったことにより、申請などの手続きをする必要はありません。
※この通知を確定申告などの『医療費控除』の領収書の代わりとすることはできません。

■新たに減額認定が必要となる方■■新たに減額認定が必要となる方■

医療費通知の発行を希望する方へ医療費通知の発行を希望する方へ

▲保険証

▲減額認定証

７月に保険料額をお知らせします。
お知らせ１

お知らせ２

区分①：世帯全員が住民税非課税である方のうち、世帯全員の所得が０円の方
　　　　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）または老
　　　　齢福祉年金を受給されている方
区分②：世帯全員が住民税非課税の方

　市では、65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料を、高齢化率やサービス利用状況の変化などを考慮しな
がら３年ごとに見直しを行っています。先般、平成27年度からの65歳以上の方の介護保険料について、保険料の段
階や金額などを見直し、変更を行いました。
　さらに、低所得（第１段階）の方に対する保険料見直しを行い、市議会に改正案を提案しています。

・公的年金などから保険料を納めている方（特別徴収）
　　平成27年度の介護保険料として、４月・６月に、仮算定した額（前年度２月と同額）を既に徴収していますが、
次の表に基づき平成27年度の保険料を算定し、その金額から仮算定額を差し引いた額を８月以降に徴収します。

・納付書または口座振替で納めている方（普通徴収）
　　次の表に基づき平成27年度の保険料を算定し、7月に郵送で通知します。

○保険料の徴収方法と平成27年度保険料額

（※）介護保険料新旧対照表中の平成27年度の第１段階の年間保険料は、市議会で承認された後に確定します。

～ 介護保険料新旧対照表 ～

問い合わせ　高齢・介護グループ（☎85 5 7 2 0 ）
65 歳以上の方の介護保険料について

65歳以上の方の介護保険料について

33,300円

33,300円

39,900円

44,400円

53,200円

57,700円

66,600円

75,400円

19,900円

（※）

21,000円

21,000円

27,300円

31,500円

35,700円

42,000円

46,200円

52,500円

63,000円

73,500円

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

平成26年度(旧) 平成27年度(新)

保険料段階 保険料段階年間保険料 対象となる方 年間保険料

生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で世帯全員が
市民税非課税の方
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入の合計額が８０万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入の合計額が８０万円を超えて１２０万円以
下の方

本人が市民税非課税（世帯の中に市民税課税の人がい
る）かつ、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入
の合計額が８０万円以下の方

本人が市民税非課税（世帯の中に市民税課税の人がい
る）かつ、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入
の合計額が８０万円を超える方

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入の合計額が１２０万円を超える方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万
円未満の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万
円以上１９０万円未満の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１９０万
円以上２９０万円未満の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が２９０万
円以上の方

13

平成27年度見直しによる主な変更内容 提案中の改正案
さらに①保険料の段階を８段階10区分から９段階に変更

②第６段階以降の対象となる前年の合計所得金額を、
　120万円、190万円、290万円に変更
③各段階の年間保険料の変更

第１段階の年間保険料を、
22,200円から19,900円
に減額

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・



12後期高齢者医療制度のお知らせ

後期高齢者医療制度のお知らせ
保険証（被保険者証）と減額認定証の一斉更新について

　　　　　　 問い合わせ
年金・長寿医療グループ（☎85 2 1 3 7）
北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　　（☎ 0 1 1 － 2 9 0 － 5 6 0 1）

現在お持ちの保険証と減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）の
有効期限は７月31日（金）です。

平成27年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

　７月中に新しい保険証と減額認定証を郵送しますので、８月１日㈯からは新し
いものを使用してください。
○新しい保険証と減額認定証の有効期限は、平成28年７月31日㈰までです。
○新しい保険証の色はオレンジ色、減額認定証はピンク色です。

■ 保険証と減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）が新しくなります ■■ 保険証と減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）が新しくなります ■

　現在、減額認定証をお持ちでない方で、交付要件（区分①または②）に該当す
る方は、年金・長寿医療グループに申請してください。

　被保険者の方に健康や医療に対する理解を深めてもらうため、医療費を半年ごとにまとめ、発行
希望者を対象に医療費通知を送付しています。
　新たに発行を希望する方は、北海道後期高齢者医療広域連合または年金・長寿医療グループへご
連絡ください（電話連絡のみで手続きできます）。
　なお、次回の発行は、９月（平成27年１月～６月の医療費が対象）に行います。
※すでに『発行希望』の連絡をいただいている方は、継続して発行しますので再度の連絡は必要あ
　りません。
※この通知を受け取ったことにより、申請などの手続きをする必要はありません。
※この通知を確定申告などの『医療費控除』の領収書の代わりとすることはできません。

■新たに減額認定が必要となる方■■新たに減額認定が必要となる方■

医療費通知の発行を希望する方へ医療費通知の発行を希望する方へ

▲保険証

▲減額認定証

７月に保険料額をお知らせします。
お知らせ１

お知らせ２

区分①：世帯全員が住民税非課税である方のうち、世帯全員の所得が０円の方
　　　　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）または老
　　　　齢福祉年金を受給されている方
区分②：世帯全員が住民税非課税の方

　市では、65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料を、高齢化率やサービス利用状況の変化などを考慮しな
がら３年ごとに見直しを行っています。先般、平成27年度からの65歳以上の方の介護保険料について、保険料の段
階や金額などを見直し、変更を行いました。
　さらに、低所得（第１段階）の方に対する保険料見直しを行い、市議会に改正案を提案しています。

・公的年金などから保険料を納めている方（特別徴収）
　　平成27年度の介護保険料として、４月・６月に、仮算定した額（前年度２月と同額）を既に徴収していますが、
次の表に基づき平成27年度の保険料を算定し、その金額から仮算定額を差し引いた額を８月以降に徴収します。
・納付書または口座振替で納めている方（普通徴収）
　　次の表に基づき平成27年度の保険料を算定し、7月に郵送で通知します。

○保険料の徴収方法と平成27年度保険料額

（※）介護保険料新旧対照表中の平成27年度の第１段階の年間保険料は、市議会で承認された後に確定します。

～ 介護保険料新旧対照表 ～

問い合わせ　高齢・介護グループ（☎85 5 7 2 0 ）
65 歳以上の方の介護保険料について

65歳以上の方の介護保険料について

33,300円

33,300円

39,900円

44,400円

53,200円

57,700円

66,600円

75,400円

19,900円

（※）

21,000円

21,000円

27,300円

31,500円

35,700円

42,000円

46,200円

52,500円

63,000円

73,500円

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

平成26年度(旧) 平成27年度(新)

保険料段階 保険料段階年間保険料 対象となる方 年間保険料

生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で世帯全員が
市民税非課税の方
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入の合計額が８０万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入の合計額が８０万円を超えて１２０万円以
下の方

本人が市民税非課税（世帯の中に市民税課税の人がい
る）かつ、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入
の合計額が８０万円以下の方

本人が市民税非課税（世帯の中に市民税課税の人がい
る）かつ、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入
の合計額が８０万円を超える方

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入の合計額が１２０万円を超える方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万
円未満の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万
円以上１９０万円未満の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１９０万
円以上２９０万円未満の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が２９０万
円以上の方
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平成27年度見直しによる主な変更内容 提案中の改正案
さらに①保険料の段階を８段階10区分から９段階に変更

②第６段階以降の対象となる前年の合計所得金額を、
　120万円、190万円、290万円に変更
③各段階の年間保険料の変更

第１段階の年間保険料を、
22,200円から19,900円
に減額

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・



サ
ム
ラ
イ
の
卵
た
ち
が
躍
動

サ
ム
ラ
イ
の
卵
た
ち
が
躍
動

　
５
月
23
日
㈯
、
郷
土
資
料
館
で
『
第
15
回
わ
ん
ぱ
く

サ
ム
ラ
イ
体
験
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
行
い
ま

し
た
。

　
『
武
士
の
世
界
と
和
の
心
』
の
体
験
が
テ
ー
マ
の
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
心
待
ち
に
し
て
会
場
に
集
ま
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
炭
火
で
焼
い
た
後
に
温
泉
マ
ー
ク
を
刻
印

す
る
せ
ん
べ
い
焼
き
体
験
、
実
際
に
作
っ
て
完
成
品
を

飛
ば
す
竹
と
ん
ぼ
遊
び
な
ど
に
歓
声
を
上
げ
、
伝
統
的

な
和
の
世
界
に
触
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
は
柔
ら
か
い
剣
を

振
り
回
し
、
流
鏑
馬
で
は
力
い
っ
ぱ
い
弦
を
絞
る
、
躍

動
す
る
サ
ム
ラ
イ
の
卵
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

月
ま
で
届
け
、

厄
除
け
の
鬼
花
火

月
ま
で
届
け
、

厄
除
け
の
鬼
花
火

『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』、
開
幕

▲地獄谷の夜空を彩った鬼花火

6
1

5
23

第
15
回
わ
ん
ぱ
く
サ
ム
ラ
イ
体
験

　
６
月
１
日
㈪
、
登
別
温
泉
町
の
地
獄
谷
展
望
台
で
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
』
（
市
、
登
別
観
光
協
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
や
関
係
者
な
ど
、
約
１
千
280
人
が
注
目
す
る
中
、
同

観
光
協
会
会
長
の
唐
神
昌
子
さ
ん
の
宣
言
と
と
も
に
地
獄
谷
か
ら
の
打
ち
上
げ

花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
10
周
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
今
シ
ー
ズ
ン
の
鬼
花
火
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
中
天
に
輝
く
月
が
鮮
や
か
に
地
獄
谷
を
照
ら
す
中
、
ド
ラ
や
太
鼓
の
音
と
と

も
に
、
登
別
温
泉
の
守
り
神
で
あ
る
湯
鬼
神
た
ち
が
舞
を
踊
り
な
が
ら
登
場
し

ま
し
た
。
舞
で
集
め
た
人
々
の
厄
を
、
月
ま
で
届
け
と
ば
か
り
天
に
向
け
て
鬼

花
火
と
し
て
打
ち
上
げ
、
そ
の
美
し
い
火
柱
は
観
衆
を
魅
了
し
、
地
獄
谷
は
歓

声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』
は
、
８
月
７
日
㈮
ま
で
の
毎
週
木
・
金
曜
日
の
20

時
30
分
か
ら
、
地
獄
谷
遊
歩
道
を
照
ら
す
『
鬼
火
の
路
、
幻
想
と
神
秘
の
谷
』

は
、
日
没
か
ら
21
時
30
分
ま
で
通
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て

共
同
生
活

力
を
合
わ
せ
て

共
同
生
活

　
５
月
26
日
㈫
〜
30
日
㈯
、
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
で
、
通

学
合
宿
『
み
ん
な
で
学
ぶ
子
ど
も
村
』
（
の
ぼ
り
べ
つ
・

子
ど
も
村
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
青
葉
・

富
岸
・
若
草
・
鷲
別
各
小
学
校
の
５
・
６
年
生
の
児
童

51
人
が
、
４
泊
５
日
の
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
、
共
同

生
活
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
う
こ
と
で
、
自
主
性
や
協

調
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
21
年
か
ら

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
鷲
別
小
学
校
５
年
生
の
相
澤
至
道
く
ん
は
「
ほ
か
の

小
学
校
の
子
た
ち
と
仲
良
く
な
れ
て
楽
し
い
で
す
」
と

元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲協力して食器を洗う子どもたち

5
26～30

通
学
合
宿
『
み
ん
な
で
学
ぶ
子
ど
も
村
』

あ
い 

ざ
わ   
し  

ど
う

ゆ
　 

き
　 
じ
ん

か
ら  
か
み 
し
ょ
う 

こ

や
　
ぶ
さ  

め

▲思いきりチャンバラを楽しむ

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
  https://www.you
  tube.com/user/
  Noboribetsu
  Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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は
た
け
や
ま 

り
ゅ
う 

じ

暑
い
夏
に
は

冷
た
い
手
打
ち
そ
ば

暑
い
夏
に
は

冷
た
い
手
打
ち
そ
ば

　
６
月
13
日
㈯
、
郷
土
資
料
館
で
『
そ
ば
打
ち
体
験
』

（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
事

業
は
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ

Ｌ
Ｇ
』
の
メ
ン
バ
ー
が
丁
寧
に
そ
ば
の
打
ち
方
を
教

え
て
く
れ
る
た
め
毎
年
人
気
が
あ
り
、
今
回
は
定
員

上
限
の
12
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
半
数
以
上
は
そ
ば
打
ち
が
初
め
て
で
し

た
が
、
難
し
い
作
業
は
講
師
が
近
く
で
実
演
し
な
が

ら
教
え
て
く
れ
た
た
め
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
お
い
し

そ
う
な
手
打
ち
そ
ば
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
そ

う
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲スタートを切る参加者

▲講師の手本を真剣な表情で見つめる参加者

6
13

郷
土
資
料
館
体
験
学
習
『
そ
ば
打
ち
体
験
』

　
５
月
31
日
㈰
、
こ
と
し
で
２
回
目
を
迎
え
た
『
北
海

道
い
ぶ
り
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
２
０
１
５
』
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
胆
振
の
美
し
い
景
色
や
食
な
ど
の

魅
力
発
信
の
た
め
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
札
幌
市
か
ら

参
加
し
た
畠
山
竜
治
さ
ん
は
「
前
回
と
て
も
楽
し
か
っ

た
の
で
、
こ
と
し
も
参
加
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
『
登
別
伊
達
時
代
村
』
を
午
前
６
時
に

ス
タ
ー
ト
。
霧
の
影
響
で
競
技
が
一
時
中
断
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
ゴ
ー
ル
地
点
で
あ

る
『
だ
て
歴
史
の
杜
』
に
無
事
に
到
着
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

胆
振
を
駆
け
抜
け
る

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

胆
振
を
駆
け
抜
け
る
5
31

北
海
道
い
ぶ
り
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
２
０
１
５

子
ど
も
た
ち
に

一
生
の
思
い
出
を

子
ど
も
た
ち
に

一
生
の
思
い
出
を

中
島
卓
也
選
手
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
応
援
観
戦
ツ
ア
ー

▲白熱した試合に熱気あふれる球場

▲選手の活躍に歓声を上げるツアー参加者

6
14

　
６
月
14
日
㈰
、
札
幌
ド
ー
ム
で
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
観

戦
ツ
ア
ー
『
中
島
卓
也
選
手
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
応
援
観
戦
ツ
ア
ー
』

（
市
主
催
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
ツ
ア
ー
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
10
年
か
け

て
北
海
道
の
市
町
村
を
順
次
応
援
し
て
い
く
企
画
に
、
こ
と
し
登
別
市
が
選
出

さ
れ
た
こ
と
に
際
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
抽
選
に
当
選
し
た
市
内
15
組
30
人
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
投
手
戦
の
様
相
を
見
せ
た
こ
の
日
の
試
合
、
５
回
ま
で
無
得
点
だ
っ
た
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
は
、
１
点
差
を
追
う
６
回
裏
、
登
別
市
の
応
援
大
使
で
あ
る
岡
大
海

外
野
手
が
内
野
の
頭
を
超
え
る
安
打
で
つ
な
ぎ
、
続
く
６
番
の
矢
野
謙
次
外
野

手
が
移
籍
後
初
の
ス
リ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
８
回
途
中
ま
で
大
谷
翔
平
投
手

が
１
失
点
で
抑
え
る
活
躍
も
あ
り
、
２
点
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　
試
合
を
逆
転
さ
せ
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
、
ツ
ア
ー
参
加
者
は
大
盛
り
上
が
り
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

な
か  

し
ま  

た
く

　や

お
か  

ひ
ろ   

み

や
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サ
ム
ラ
イ
の
卵
た
ち
が
躍
動

サ
ム
ラ
イ
の
卵
た
ち
が
躍
動

　
５
月
23
日
㈯
、
郷
土
資
料
館
で
『
第
15
回
わ
ん
ぱ
く

サ
ム
ラ
イ
体
験
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
行
い
ま

し
た
。

　
『
武
士
の
世
界
と
和
の
心
』
の
体
験
が
テ
ー
マ
の
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
心
待
ち
に
し
て
会
場
に
集
ま
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
炭
火
で
焼
い
た
後
に
温
泉
マ
ー
ク
を
刻
印

す
る
せ
ん
べ
い
焼
き
体
験
、
実
際
に
作
っ
て
完
成
品
を

飛
ば
す
竹
と
ん
ぼ
遊
び
な
ど
に
歓
声
を
上
げ
、
伝
統
的

な
和
の
世
界
に
触
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
は
柔
ら
か
い
剣
を

振
り
回
し
、
流
鏑
馬
で
は
力
い
っ
ぱ
い
弦
を
絞
る
、
躍

動
す
る
サ
ム
ラ
イ
の
卵
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

月
ま
で
届
け
、

厄
除
け
の
鬼
花
火

月
ま
で
届
け
、

厄
除
け
の
鬼
花
火

『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』、
開
幕

▲地獄谷の夜空を彩った鬼花火

6
1

5
23

第
15
回
わ
ん
ぱ
く
サ
ム
ラ
イ
体
験

　
６
月
１
日
㈪
、
登
別
温
泉
町
の
地
獄
谷
展
望
台
で
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
』
（
市
、
登
別
観
光
協
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
や
関
係
者
な
ど
、
約
１
千
280
人
が
注
目
す
る
中
、
同

観
光
協
会
会
長
の
唐
神
昌
子
さ
ん
の
宣
言
と
と
も
に
地
獄
谷
か
ら
の
打
ち
上
げ

花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
10
周
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
今
シ
ー
ズ
ン
の
鬼
花
火
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
中
天
に
輝
く
月
が
鮮
や
か
に
地
獄
谷
を
照
ら
す
中
、
ド
ラ
や
太
鼓
の
音
と
と

も
に
、
登
別
温
泉
の
守
り
神
で
あ
る
湯
鬼
神
た
ち
が
舞
を
踊
り
な
が
ら
登
場
し

ま
し
た
。
舞
で
集
め
た
人
々
の
厄
を
、
月
ま
で
届
け
と
ば
か
り
天
に
向
け
て
鬼

花
火
と
し
て
打
ち
上
げ
、
そ
の
美
し
い
火
柱
は
観
衆
を
魅
了
し
、
地
獄
谷
は
歓

声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
』
は
、
８
月
７
日
㈮
ま
で
の
毎
週
木
・
金
曜
日
の
20

時
30
分
か
ら
、
地
獄
谷
遊
歩
道
を
照
ら
す
『
鬼
火
の
路
、
幻
想
と
神
秘
の
谷
』

は
、
日
没
か
ら
21
時
30
分
ま
で
通
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て

共
同
生
活

力
を
合
わ
せ
て

共
同
生
活

　
５
月
26
日
㈫
〜
30
日
㈯
、
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
で
、
通

学
合
宿
『
み
ん
な
で
学
ぶ
子
ど
も
村
』
（
の
ぼ
り
べ
つ
・

子
ど
も
村
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
青
葉
・

富
岸
・
若
草
・
鷲
別
各
小
学
校
の
５
・
６
年
生
の
児
童

51
人
が
、
４
泊
５
日
の
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
、
共
同

生
活
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
う
こ
と
で
、
自
主
性
や
協

調
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
21
年
か
ら

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
鷲
別
小
学
校
５
年
生
の
相
澤
至
道
く
ん
は
「
ほ
か
の

小
学
校
の
子
た
ち
と
仲
良
く
な
れ
て
楽
し
い
で
す
」
と

元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲協力して食器を洗う子どもたち

5
26～30

通
学
合
宿
『
み
ん
な
で
学
ぶ
子
ど
も
村
』

あ
い 

ざ
わ   

し  

ど
う

ゆ
　 

き
　 

じ
ん

か
ら  

か
み 

し
ょ
う 

こ

や
　
ぶ
さ  

め

▲思いきりチャンバラを楽しむ

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
  https://www.you
  tube.com/user/
  Noboribetsu
  Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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は
た
け
や
ま 

り
ゅ
う 

じ

暑
い
夏
に
は

冷
た
い
手
打
ち
そ
ば

暑
い
夏
に
は

冷
た
い
手
打
ち
そ
ば

　
６
月
13
日
㈯
、
郷
土
資
料
館
で
『
そ
ば
打
ち
体
験
』

（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
事

業
は
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ

Ｌ
Ｇ
』
の
メ
ン
バ
ー
が
丁
寧
に
そ
ば
の
打
ち
方
を
教

え
て
く
れ
る
た
め
毎
年
人
気
が
あ
り
、
今
回
は
定
員

上
限
の
12
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
半
数
以
上
は
そ
ば
打
ち
が
初
め
て
で
し

た
が
、
難
し
い
作
業
は
講
師
が
近
く
で
実
演
し
な
が

ら
教
え
て
く
れ
た
た
め
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
お
い
し

そ
う
な
手
打
ち
そ
ば
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
そ

う
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲スタートを切る参加者

▲講師の手本を真剣な表情で見つめる参加者

6
13

郷
土
資
料
館
体
験
学
習
『
そ
ば
打
ち
体
験
』

　
５
月
31
日
㈰
、
こ
と
し
で
２
回
目
を
迎
え
た
『
北
海

道
い
ぶ
り
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
２
０
１
５
』
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
胆
振
の
美
し
い
景
色
や
食
な
ど
の

魅
力
発
信
の
た
め
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
札
幌
市
か
ら

参
加
し
た
畠
山
竜
治
さ
ん
は
「
前
回
と
て
も
楽
し
か
っ

た
の
で
、
こ
と
し
も
参
加
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
『
登
別
伊
達
時
代
村
』
を
午
前
６
時
に

ス
タ
ー
ト
。
霧
の
影
響
で
競
技
が
一
時
中
断
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
ゴ
ー
ル
地
点
で
あ

る
『
だ
て
歴
史
の
杜
』
に
無
事
に
到
着
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

胆
振
を
駆
け
抜
け
る

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

胆
振
を
駆
け
抜
け
る
5
31

北
海
道
い
ぶ
り
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
２
０
１
５

子
ど
も
た
ち
に

一
生
の
思
い
出
を

子
ど
も
た
ち
に

一
生
の
思
い
出
を

中
島
卓
也
選
手
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
応
援
観
戦
ツ
ア
ー

▲白熱した試合に熱気あふれる球場

▲選手の活躍に歓声を上げるツアー参加者

6
14

　
６
月
14
日
㈰
、
札
幌
ド
ー
ム
で
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
観

戦
ツ
ア
ー
『
中
島
卓
也
選
手
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
応
援
観
戦
ツ
ア
ー
』

（
市
主
催
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
ツ
ア
ー
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
10
年
か
け

て
北
海
道
の
市
町
村
を
順
次
応
援
し
て
い
く
企
画
に
、
こ
と
し
登
別
市
が
選
出

さ
れ
た
こ
と
に
際
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
抽
選
に
当
選
し
た
市
内
15
組
30
人
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
投
手
戦
の
様
相
を
見
せ
た
こ
の
日
の
試
合
、
５
回
ま
で
無
得
点
だ
っ
た
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
は
、
１
点
差
を
追
う
６
回
裏
、
登
別
市
の
応
援
大
使
で
あ
る
岡
大
海

外
野
手
が
内
野
の
頭
を
超
え
る
安
打
で
つ
な
ぎ
、
続
く
６
番
の
矢
野
謙
次
外
野

手
が
移
籍
後
初
の
ス
リ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
８
回
途
中
ま
で
大
谷
翔
平
投
手

が
１
失
点
で
抑
え
る
活
躍
も
あ
り
、
２
点
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　
試
合
を
逆
転
さ
せ
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
、
ツ
ア
ー
参
加
者
は
大
盛
り
上
が
り
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

な
か  

し
ま  

た
く

　や

お
か  

ひ
ろ   

み

や
　 

の

お
お 

た
に 

し
ょ
う
へ
い

け
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●
竜
巻
と
は

　
竜
巻
は
、
積
乱
雲
に
伴
っ
て
発
生
す
る

強
い
上
昇
気
流
を
も
っ
た
激
し
い
渦
巻
き

で
す
。
一
般
的
に
、
直
径
は
数
十
か
ら
数

百
㍍
で
、
数
㌔
㍍
に
渡
っ
て
移
動
し
、
家

の
倒
壊
や
自
動
車
を
飛
ば
す
な
ど
、
人
命

に
関
わ
る
非
常
に
大
き
な
被
害
を
発
生
さ

せ
ま
す
。

●
道
内
で
の
発
生
状
況

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
の
間
に
は
、
竜
巻
な
ど
に
よ
る
突
風
の

被
害
が
10
日
発
生
し
た
ほ
か
、
平
成
18
年

11
月
に
は
佐
呂
間
町
で
９
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
気
象
台
で
は

　
竜
巻
が
発
生
し
や
す
く
な
る
一
日
程
度

前
に
『
雷
と
突
風
に
関
す
る
気
象
情
報
』、

数
時
間
前
に
『
雷
注
意
報
』、
直
前
に

『
竜
巻
注
意
情
報
』
を
発
表
し
ま
す
。

●
竜
巻
が
近
付
い
て
き
た
ら

　
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
い
て
周
囲
が
急
に

暗
く
な
り
、
冷
た
い
風
が
吹
き
出
し
た
り
、

雷
を
見
聞
き
し
た
り
、
大
粒
の
雨
や
『
ひ

ょ
う
』
が
降
り
出
す
と
き
は
、
竜
巻
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
竜
巻
が
近
づ
く
場
合
は
、
屋
外
で
は
頑

丈
な
建
物
の
中
へ
移
動
し
、
頑
丈
な
建
物

が
な
い
場
合
は
、
な
る
べ
く
低
い
場
所
で

姿
勢
を
低
く
し
て
頭
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
屋
内
で
は
窓
か
ら
離
れ
て
、
１

階
の
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
入
っ

て
頭
を
守
る
な
ど
、
安
全
を
確
保
す
る
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
『
登
別
将
棋
同
好
会
』
は
、
昭
和

60
年
頃
、
前
身
の
組
織
で
あ
っ
た
日

本
将
棋
連
盟
登
別
支
部
の
支
部
長
勇

退
に
伴
う
活
動
継
続
の
危
機
に
際
し
、

有
志
が
集
う
形
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
在
籍
し
て
い
る
の
は
20
代
か
ら

80
代
ま
で
の
男
性
15
人
。
毎
週
土
・

日
曜
日
と
祝
日
の
13
時
か
ら
、
老
人

憩
の
家
『
永
和
園
』
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
活
動
は
、
そ
の
時
々
に
集
ま
っ
た

会
員
同
士
が
、
お
互
い
自
由
に
相
手

を
選
び
対
戦
を
楽
し
む
形
式
で
行
わ

れ
ま
す
。
部
屋
に
掲
げ
ら
れ
た
『
前

進
で
き
ぬ
駒
は
な
い
』
の
格
言
の
下
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ム
ー
ド
の
中
で
、

静
か
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
小
学
生
や
初
心
者
の
方
が
会
に
来

ら
れ
た
際
は
、
そ
の
実
力
に
応
じ
て
、

指
導
を
交
え
な
が
ら
対
戦
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
会
長
の
佐
藤
和
義
さ
ん
は
会
に
つ

い
て
「
型
に
は
ま
ら
な
い
自
由
な
雰

囲
気
が
特
徴
で
、
新
た
な
会
員
の
方

も
溶
け
込
み
や
す
い
会
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
将
棋
の
魅
力
に
つ
い
て
、
古
く
か

ら
の
会
員
で
あ
る
木
村
善
博
さ
ん
に

伺
う
と
「
勝
て
ば
夢
に
見
る
ほ
ど
嬉

し
く
、
負
け
る
と
本
当
に
悔
し
い
と

こ
ろ
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
永
和
園
で
の
通
常
の
活
動
の
ほ
か

に
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
『
の
ぼ

り
ん
文
化
講
座
』
で
年
５
回
程
度
、

子
ど
も
将
棋
教
室
を
開
催
し
、
競
技

の
魅
力
を
次
世
代
へ
も
伝
え
て
い
く

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
す
る
方
は
佐
藤
さ
ん

（
☎
85
９
６
７
０
）
ま
で
。

知って備える防災メモ・仲間たち

問
い
合
わ
せ

室
蘭
地
方
気
象
台

（
☎
㉒
４
２
４
９
）

竜
巻
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
こ
う

竜
巻
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
こ
う

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
30
回

人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group
登 別 将 棋 同 好 会登 別 将 棋 同 好 会

将棋の魅力を伝えながら
お互いをさらに高めあっ
ていきます

さ
と
う
か
ず
よ
しき

む
ら
よ
し
ひ
ろ

▲盤面で火花を散らす会員の皆さん

▲竜巻のイメージ図

積乱雲

竜巻

被害を受ける範囲

竜巻の経路
竜巻の移動方向



　北海道は、花の育成管理や街並み景観
に配慮した植花に関する知識・技術を持
ち、花のまちづくりのボランティアリー
ダーとして積極的に指導・助言できる方
をフラワーマスターとして認定していま
す。
　町内会の園芸部長として、花壇整備な
どを積極的に行い、園芸活動のリーダー
的役割を果たしてきた戸田憲吉さんは、
平成15年に認定されました。
　長きに渡り花に触れ、経験豊富な技術
と知識でつくる花は、丈夫で、出来栄え
が素晴らしいと地域の方からも評判の戸
田さんに、花づくりや地域への思いを伺
いました。

　　昭和３年８月25日、長沼町生まれ。86歳。
昭和25年から室蘭市内の製鉄会社に勤め、昭和62年に退職。
その後、平成８年に、町内会の役員となり、花づくりを始め
る。現在も地域の花壇づくりなどに積極的に携わる。

花を見て、地域の皆
さんが笑顔になるこ
とが喜びです。

花を見て、地域の皆
さんが笑顔になるこ
とが喜びです。

戸田憲吉
と だ けん きち

さん（幌別町）

▲地域の方とともに行っているＪＲ
　幌別駅西口前の花壇整備（上）
　と講習会（下）の様子

17 きらり

　
「
花
の
成
長
を
見
る
の
が
楽
し
い
」

そ
う
笑
顔
で
話
す
戸
田
さ
ん
が
花
づ
く

り
に
惹
か
れ
た
の
は
、
平
成
８
年
に
町

内
会
の
園
芸
部
長
と
し
て
花
壇
整
備
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
他
の
ま
ち
に
視
察

に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

当
時
、
花
の
知
識
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
と
言
い
ま
す
。

　
「
種
か
ら
育
て
た
本
格
的
な
花
文
字

の
花
壇
を
見
て
、
自
分
で
も
や
っ
て
み

た
い
と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」
。

　
以
来
、
生
育
過
程
で
の
温
度
調
整
な

ど
が
難
し
く
、
手
間
と
時
間
の
掛
か
る

花
苗
づ
く
り
を
自
宅
で
始
め
ま
し
た
。

　
「
電
気
毛
布
な
ど
を
使
っ
て
温
度
を

一
定
に
保
ち
な
が
ら
、
種
を
発
芽
さ
せ

よ
う
と
取
り
組
み
ま
し
た
。
初
め
は
う

ま
く
い
か
ず
、
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し

で
し
た
が
、
２
・
３
年
経
つ
と
、
少
し

づ
つ
良
い
花
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
土
や
花
、

花
壇
づ
く
り
ま
で
手
掛
け
る
よ
う
に
な

り
、
気
付
け
ば
20
年
間
、
花
を
つ
く
り

続
け
て
い
ま
し
た
ね
」
と
笑
顔
で
語
る

戸
田
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
へ
の
感
謝
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
花
づ
く
り
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
今

ま
で
、
協
力
し
て
く
れ
る
仲
間
や
家
内

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
の
協
力
が
あ
っ
て
、
今
も
こ
う
し

て
花
づ
く
り
を
続
け
て
い
ら
れ
ま
す
」
。

　
今
で
は
、
『
持
っ
て
い
る
知
識
を
自

分
だ
け
の
も
の
に
し
て
お
く
の
は
も
っ

た
い
な
い
』
と
の
思
い
か
ら
、
地
域
の

方
に
花
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
習

会
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
身
が
所
属

す
る
町
内
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幌
別
東

小
学
校
へ
の
花
の
提
供
や
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅

西
口
前
、
桜
坂
駐
車
公
園
の
花
壇
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
花
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
花
を
見
た
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、
そ
の
笑
顔
が

刺
激
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸

命
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。
こ
と
し
も

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
花

づ
く
り
を
し
た
い
で
す
ね
」
。

　
道
行
く
人
の
心
を
和
ま
せ
る
花
づ
く

り
に
、
き
ょ
う
も
汗
を
流
し
ま
す
。

花
づ
く
り
と
と
も
に

歩
ん
だ
20
年

花
づ
く
り
と
と
も
に

歩
ん
だ
20
年

花
づ
く
り
と
と
も
に

歩
ん
だ
20
年

地
域
の
皆
さ
ん
に

花
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

地
域
の
皆
さ
ん
に

花
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

地
域
の
皆
さ
ん
に

花
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い















相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

市民相談 随時

消費生活相談
随時

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

７月30日㈭・31日㈮
17時30分～20時
８月１日㈯９時～17時

７月16日㈭
14時～17時

水・金曜日
８時30分～17時

月～金曜日
17時以降(予約制)

月～金曜日
10時～16時(予約制)

７月10日㈮・24日㈮
10時～16時(予約制)

随時

鉄南ふれあい
センター

社会福祉グル
ープ

登別労働会館
（千歳町３丁目）

地域職業相談室
（アーニス内）

土曜日
10時～17時

夜間・土曜
納税相談窓口

８月15日㈯
９時30分～12時

７月25日㈯
９時30分～12時

※登別消費者協会は火～
　金曜日の10時～16時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

税務グループ

障害福祉グル
ープ

札幌法務局室
蘭支局

（室蘭市入江町）

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

鉄南ふれあい
センター

鉄南ふれあい
センター

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルなど

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

病気、失業など生活に困って
いること

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

社会福祉Ｇ
（☎85 1 9 1 1）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5）

７月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0）

８月７日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八木橋俊輔さん
定員：６人（申し込み順）

困った!
ときには まず相談

障がいのある方の
就労相談窓口

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

無料労働相談
（市支援事業）

生活にお困りの方
の相談窓口

や ぎ はししゅんすけ

障がいのある方の就労や雇用

市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

７月９日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

24困った！ときにはまず相談



問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

診査名・対象 日　時 内　　容 持ち物 場所

８月27日㈭
時間は個別通知

８月21日㈮
時間は個別通知

８月26日㈬
時間は個別通知

８月６日㈭
時間は個別通知

８月20日㈭
９時20分～10時

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）
診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談
発育・発達・育児・栄
養などの相談

母子健康手帳、
バスタオル、
替えオムツ

母子健康手帳

し
ん
た
21

乳幼児健康相談 診査

（平成27年３月生まれ）
４カ月児健康診査

（平成26年１月生まれ）
１歳６カ月児健康診査

（平成26年９月25日～
　平成26年10月31日生まれ）

10カ月児健康相談

（平成24年７月１日～
　平成24年７月25日生まれ）

３歳児健康診査

（事前の申し込みが必要です）
すくすく☆親子相談

日
時

　７
月
８
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　勾
玉
作
り
、
火
お
こ
し
体
験

　
な
ど

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え

　
な
ど

申
し
込
み

　７
月
７
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－
０
８
６
５
）

日
時
・
場
所

・
７
月
８
日
㈬…

鷲
別
公
民
館

・
７
月
15
日
㈬…

若
草
児
童
ク
ラ
ブ

・
７
月
22
日
㈬…

で
あ
え
ー
る
は
ま

　
な
す

※

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

　
ま
で
。

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ

　
合
う
場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と

　
し
て
、
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物

　上
靴

※

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

　
越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時

　７
月
11
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
お
父
さ
ん

内
容
　
遊
具
や
教
材
を
使
っ
た
遊
び

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時

　７
月
18
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　親
子

内
容
　
川
の
中
で
水
遊
び

※

当
日
、
寒
い
場
合
は
、
内
容
を
変

　
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　１
人
100
円

持
ち
物

　帽
子
、
濡
れ
て
も
よ
い
靴
、

　
着
替
え
、
水
筒
な
ど

申
し
込
み

　７
月
17
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時

　７
月
22
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

　
援
を
し
て
い
る
指
導
者

内
容
　
子
ど
も
の
成
長
に
つ
い
て
さ

　
ま
ざ
ま
な
現
場
で
見
守
り
、
支
援

　
を
続
け
て
き
た
専
門
家
の
講
話

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

　
み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　７
月
21
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

ま
が
た
ま

すす

子
育
て

子
育
て

健 

康
健 

康

くくく

いい
ききき

すすすくくく

いいい
ききき

す
く
す
く

 

子 
育 
て

す
く
す
く

 

子 
育 
て

すくすく子育て　いきいき健康25

すくすく
子育て 健康いきいき



問い合わせ　室蘭歯科医師会

日時 診療所・住所・電話
７月の歯科救急医療

７月５日㈰
９時～11時

 

７月12日㈰
９時～11時

７月19日㈰
９時～11時

７月26日㈰
９時～11時

3 5 2 2

 

 御前水歯科クリニック
室蘭市御前水町２丁目６－20

８１４８㉔

柴田歯科医院
室蘭市中島町１丁目24－７

１０２２44

 

高橋歯科医院
室蘭市本輪西町１丁目６－８

８４０１55

奥村歯科医院
室蘭市母恋北町２丁目４－12

２３６６㉒

７月20日㈪
９時～11時

岡田歯科医院
室蘭市中島町２丁目31－６

６６７７44

だて歯科
伊達市舟岡町24－46

６４８０0 1 4 2㉓

愛歯科
登別市中央町２丁目12－12

１１８１88

43

日
時

　７
月
18
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　子
育
て
中
の
方

内
容

　川
歩
き
体
験

定
員

　15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持
ち
物
　
コ
ッ
プ

申
し
込
み
　
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

　日
時
　
７
月
30
日
㈭
10
時
〜
12
時

場
所

　登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

　幼
稚
園
児
と
そ
の
き
ょ
う
だ

　
い
（
保
護
者
同
伴
）

内
容

　園
庭
で
水
遊
び

※
雨
天
時
は
室
内
遊
び
。

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
着
替
え
一
式
、
帽
子
、
飲

　
み
物
（
水
か
お
茶
）

申
し
込
み

　７
月
13
日
㈪
か
ら
17
日

　
㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時

　７
月
30
日
㈭
〜
８
月
１
日
㈯

　
10
時
〜
12
時
30
分

※

参
加
希
望
日
を
申
し
込
み
時
に
申

　
し
出
く
だ
さ
い
。

場
所

　し
ん
た
21

対
象

　小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※

小
学
４
年
生
以
上
は
、
１
人
で
参

　
加
可
能
。

内
容

　お
に
ぎ
ら
ず
、
夏
野
菜
の
み

　
そ
汁
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ゼ
リ
ー
の
調

　
理

定
員

　各
日
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
300
円

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上

　
靴

申
し
込
み

　７
月
24
日
㈮
ま
で
に
食

　
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
・
北
山

　
さ
ん
（
☎
83
３
４
３
１
）

日
時
・
場
所

・
８
月
５
日
㈬…

幌
別
東
保
育
所

・
８
月
６
日
㈭…

鷲
別
保
育
所
・
栄

　
町
保
育
所
・
富
士
保
育
所

・
８
月
26
日
㈬…

登
別
保
育
所

※

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
30
分
か
ら

　
11
時
ま
で
。

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

持
ち
物

　上
靴
（
子
ど
も
、
保
護
者

　
と
も
）
、
着
替
え

※

水
遊
び
を
行
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時

　７
月
８
日
㈬
10
時
〜
12
時
30

　
分

場
所

　Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内
容
　
魚
の
梅
み
そ
焼
き
、
梅
サ
ラ

　
ダ
な
ど
、
疲
労
回
復
効
果
の
あ
る

　
梅
干
し
を
調
味
料
と
し
て
使
っ
た

　
献
立
の
調
理

参
加
料
　
１
千
円

申
し
込
み

　７
月
７
日
㈫
12
時
ま
で

　
に
同
病
院
栄
養
管
理
室
（
☎
80
３

　
２
３
５
）

食
育
親
子
料
理
教
室

食
育
親
子
料
理
教
室

料
理
教
室

料
理
教
室

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　
 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　
 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

お
水
遊
び
を
し
よ
う

  

〜
幼
稚
園
児
と
そ
の
き
ょ
う
だ
い
〜

お
水
遊
び
を
し
よ
う

  

〜
幼
稚
園
児
と
そ
の
き
ょ
う
だ
い
〜

ジ
ェ
イ
コ
ー

い
き
い
き

 

健

　

 

康

い
き
い
き

 

健

　

 

康
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』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『



※申し込み人数が定員を超えた場合は抽選し、その結果
　を検診の10日前までに通知します。
※国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保
　護世帯・市民税非課税世帯の方は無料です。

日時

対象

内容

胃がん検診 大腸がん検診

・10月５日㈪８時30分～12時…鷲別公民館
・10月７日㈬８時30分～12時…しんた21

40歳以上の市民
※今年度40歳になる方も含む。

胃バリウム検査 便潜血検査

定員 各日45人 各日50人

料金 2,900円 1,100円

申し込み　８月18日㈫までに、希望する検診名、氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、希望する
日程、健康保険の種類を記入し、郵送またはファクス、
Ｅメールで健康推進グループ（〒059-0016片倉町６丁
目９－１、　85０１１１、Ｅメール：shinta21@city.
noboribetsu.lg.jp)
問い合わせ　健康推進グループ
　　　　　　　　　　（しんた21内・☎85０１００）

FAX

胃がん・大腸がん検診のお知らせ

　がんは、国内の死亡原因の第一位で、その中でも胃が
ん・大腸がんは上位を占めています。
　胃がん・大腸がんは、患部が狭い範囲に限定されてい
る段階で発見できれば完全に除去して治すことができる
といわれていますので、早期発見・早期治療のため、定
期的に検診を受けましょう。

日
時

　７
月
18
日
㈯
14
時
〜
15
時
30

　
分

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容

　温
泉
の
効
能
、
慢
性
頭
痛
、

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い
て
講
演

定
員
　
200
人

※

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
の
ほ
か
、
第
２
駐
車
場
も
用
意
し

　
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
脳
脊
髄
液
減
少
症
患

　
者
・
家
族
支
援
の
会
北
海
道
「
絆

　
会
」
・
小
川
さ
ん
（
☎
080

－

５
８

　
３
６

－

２
０
５
３
）

日
時
　
10
月
７
日
㈬
13
時
〜

場
所
　
札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

※

当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す

　
の
で
、
10
時
20
分
ま
で
に
し
ん
た

　
21
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

対
象

　奇
数
月
生
ま
れ
の
40
歳
以
上

　
の
女
性

内
容

　子
宮
頸
部
細
胞
診
、
マ
ン
モ

　
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
、
視
触
診
検
査

定
員

　40
人

※

申
し
込
み
人
数
が
定
員
を
超
え
た

　
場
合
は
抽
選
し
、
そ
の
結
果
を
検

　
診
の
10
日
前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

参
加
料

・
子
宮
頸
が
ん
検
診…

１
千
700
円

・
乳
が
ん
検
診…

２
千
200
円
（
50
歳

　
以
上
の
方
は
１
千
900
円
）

※

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

　
療
制
度
の
加
入
者
、
生
活
保
護
世

　
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

　
無
料
で
す
。

※

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
で
き
ま

　
す
。

申
し
込
み

　８
月
18
日
㈫
ま
で
に
、

　
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

　
住
所
、
電
話
番
号
、
健
康
保
険
の

　
種
類
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ

　
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
健
康
推
進

　
Ｇ
（
〒
059

－

０
０
１
６
片
倉
町
６

　
丁
目
９

－

１
、
　
85
０
１
１
１
、

　
Ｅ
メ
ー
ル

:

問
い
合
わ
せ

　健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

　
た
21
内
・
☎
85
０
１
０
０
）

日
時
　
７
月
28
日
㈫
15
時
〜
16
時

場
所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

　
療
セ
ン
タ
ー

内
容

　小
さ
な
傷
で
行
え
る
肺
が
ん

　
の
手
術
に
つ
い
て
の
講
話

問
い
合
わ
せ

　同
病
院

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
４
４
０
４
）

日
時
・
内
容

・
８
月
21
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時
30

　
分…

こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
講

　
義

・
８
月
28
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時
30

　
分…
精
神
障
が
い
者
へ
の
関
わ
り
、

　
精
神
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
制

　
度
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
講
義

・
８
月
31
日
㈪
〜
９
月
４
日
㈮…

希

　
望
す
る
施
設
を
１
日
だ
け
見
学

・
９
月
11
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時
30

　
分…

活
動
報
告

※

施
設
見
学
は
時
間
未
定
。

※

３
回
以
上
受
講
し
た
方
に
は
、
修

　
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

場
所

　む
ろ
ら
ん
広
域
セ
ン
タ
ー
ビ

　
ル

対
象

　18
歳
以
上
の
方

定
員

　30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み

　７
月
21
日
㈫
か
ら
８
月

　
14
日
㈮
ま
で
に
室
蘭
地
方
精
神
保

　
健
協
会
（
室
蘭
保
健
所
内
・
☎
㉔

　
９
８
４
３
、
　
㉓
１
４
４
６
）

第
30
回
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

第
30
回
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

や
さ
し
い
精
神
保
健
講
座

や
さ
し
い
精
神
保
健
講
座

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

脳
脊
髄
液
減
少
症
セ
ミ
ナ
ー

FAX

FAX

 
 
 
 
 
 shinta21@city.no

 boribetsu.lg.jp

）
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日
時
　
７
月
11
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）

内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
７
月
15
日
㈬
・
８
月
５
日
㈬

10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

映
画
会
　

日
時
・
内
容
　
７
月
18
日
㈯

①
10
時
30
分
・
『
お
お
き
な
か
ぶ
』
、

『
七
夕
さ
ま
』

②
13
時
・
『
新
日
本
紀
行
（
江
差
・

日
高
・
十
勝
）
』

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
７
月
18
日
㈯
15
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
職
員
に
よ
る
館
内
の
案
内
や

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

上
手
な
検
索
の
仕
方
な
ど
の
紹
介

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
７
月
25
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
７
月
25
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
小
学
生

内
容

①
小
学
１
〜
３
年
生
・
牛
乳
パ
ッ
ク

で
帽
子
を
制
作

②
小
学
４
〜
６
年
生
・
牛
乳
パ
ッ
ク

で
貯
金
箱
を
制
作

定
員
　
①
・
②
合
計
20
人
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
１
㍑
の
牛
乳
パ
ッ
ク
（
①

に
参
加
は
３
本
、
②
に
参
加
は
１

本
）
を
７
月
19
日
㈰
ま
で
に
市
立

図
書
館
へ
持
参

申
し
込
み
　
７
月
11
日
㈯
か
ら
18
日

㈯
ま
で
に
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

●
毎
月
、
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整

理
の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は

31
日
㈮
）

●
７
月
２
日
㈭
〜
９
日
㈭
は
図
書
整

理
・
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま

す

※

期
間
中
は
、
市
立
図
書
館
・
ア
ー

ニ
ス
分
館
・
各
配
本
所
で
の
閲
覧
、

貸
出
、
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

移
動
図
書
館
『
こ
ぐ
ま
号
』
は
通

常
通
り
運
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　

①
ス
ク
リ
ュ
ー
船
制
作
・
７
月
30
日

㈭
10
時
〜
12
時

②
万
華
鏡
制
作
・
７
月
31
日
㈮
10
時

〜
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

※

小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
。

定
員
　
各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
300
円

※

①
に
参
加
の
場
合
、
水
遊
び
の
準

備
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
　
７
月
３
日
㈮
か
ら
23
日

㈭
ま
で
に
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
３
３
９
）

７
月
号

え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　
　〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

市
立
図
書
館
休
館
情
報

市
立
図
書
館『
夏
休
み
工
作
教
室
』

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

『
夏
休
み
工
作
教
室
』

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

　〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

映
画
会

図
書
館
ツ
ア
ー
と
利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

ホタル観察会ホタル観察会

観察会を開催します観察会を開催します

夏の観察会

▼ 日時　７月25日㈯～８月２日㈰
　　　毎日20時から約１時間（集合は19時50分）

▼ 集合場所　キウシト湿原ビジターセンター駐車場

▼ 定員　各日50人（申し込み順）

▼ 持ち物　長袖服、動きやすい靴

▼ 申し込み　キウシト湿原ビジターセンター（☎84８４７０）

▼ 日時　７月12日㈰10時から約１時間（集合は９時50分）
　　　　※雨天時は７月14日㈫に延期。

▼ 集合場所　キウシト湿原ビジターセンター駐車場

▼ 内容　エゾヒツジグサ、オカトラノオ、オニシモツケなど
　　　　の観察

▼ 定員　30人

▼ 持ち物　動きやすい服装・靴

▼ 申し込み　キウシト湿原ビジターセンター（☎84８４７０）

※車いすの方も安心して観察できます。

キウシト湿原キウシト湿原

28わくわくおでかけナビゲーション

『
申
し
込
み
』

『
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す



日
時
　
７
月
25
日
㈯
６
時
30
分
〜

場
所
　
若
草
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

青
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
『
え
ん
ま
く
ん
』
や
市
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
登
夢
く
ん
』
と

一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操

※

雨
天
の
場
合
、
体

育
館
で
行
う
た
め
、

上
靴
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※

参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
２
９
）

日
時
　
７
月
11
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

申
し
込
み
　
７
月
９
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
７
月
17
日
㈮
〜
９
月
23
日
㈬

場
所
　
郷
土
資
料
館

内
容
　
市
に
残
さ
れ
た
戦
争
資
料
の

展
示

入
館
料
　
190
円
（
中
学
生
以
下
60
円
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
３
３
９
）

　日
時
　
毎
週
木
曜
日
16
時
30
分
〜
18

時
場
所
　
と
も
か
な

定
員
　
各
回
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　１
回
500
円

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、
電

子
辞
書

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
と
も
か
な

　
　
　
　
　
　
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
７
月
18
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

内
容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か
な
作

り
定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

申
し
込
み
　
７
月
16
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
７
月
25
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
介
護
に
つ
い
て
、
日
頃
の
思

い
や
悩
み
の
話
し
合
い

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
250
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申
し
込
み
　
７
月
23
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
７
月
30
日
㈭
13
時
30
分
〜

場
所
　
市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

講
師
　
平
塚
理
子
さ
ん
（
市
学
芸
員
）

内
容
　
史
料
が
語
る
武
士
団
の
移
住

問
い
合
わ
せ
　
登
別
郷
土
文
化
研
究

会
（
☎
85
５
２
１
３
）

日
時
　
７
月
27
日
㈪
10
時
〜
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内
容
　
フ
ル
ー
ツ
ラ
ッ
シ
ー
、
ベ
ジ

タ
ブ
ル
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、
お
好
み
焼

き
の
調
理

定
員
　
親
子
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
組
500
円
（
子
ど
も
１
人

追
加
ご
と
に
200
円
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

申
し
込
み
　
７
月
21
日
㈫
ま
で
に
登

　
別
消
費
者
協
会
（
☎
85
８
３
０
７
）

日
時
　
７
月
23
日
㈭
13
時
30
分
〜
15

時
場
所
　
し
ん
た
21

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申
し
込
み
　
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
２
０
８
０
）

郷
土
資
料
館
特
別
展

『
戦
争
と
登
別
』

洋
画
で
覚
え
る
英
会
話

元
気
に
介
護
の
会

朗
読
体
験
学
習

第
２
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

親
子
食
育
料
理
教
室

文
化
講
演
会

２
０
１
５
登
別
市
民
ラ
ジ
オ
体
操
会

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

男
の
料
理
教
室

カント・レラに行こう！

日時　７月18日㈯～８月16日㈰
内容　展示に隠された謎を解い
て、黒曜石をゲットしよう

日時　８月１日㈯10時～12時
内容　土や粘土で縄文クレヨン
を制作
定員　10人（申し込み順）
参加料　300円
申し込み　７月31日㈮までにカ
ント・レラ

月日　７月10日㈮～９月16日㈬
応募方法　カント・レラで配布
する画用紙に縄文時代の景色
や土器、土偶などを描いて応
募。

※入賞者の表彰は、10月３日㈯
の第８回登別縄文どきどきま
つりで行う予定です。

　火起こし体験、勾玉作り、ク
イズ形式ワークシートなど

▲

問い合わせ　カント・レラ
　　　　　　（☎84２０６９）

考古学マスター２０１５

縄文クレヨンを作ってみよう！！

縄文お絵かきコンクール２０１５

随時開催中イベント

考古学マスター２０１５

縄文クレヨンを作ってみよう！！

縄文お絵かきコンクール２０１５

随時開催中イベント

夏休みだ！！

子ども体力作り教室 ハーラウ フラ プアネリネ
　子どもの体操教室です。
活動日　毎週土曜日14時～
　　　　16時
場所　若草つどいセンター
対象　３歳児～小学６年生
会費　3,500円（月額）
問い合わせ　新田さん
　　（☎090-9528-1288）

　一緒に楽しく踊りませんか。
活動日
毎週火曜日（初心者の方）14時～
毎週水曜日　13時～・15時～
場所　市民会館
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ　奈良さん
　　　　（☎090-6993-1026）

会員募 集

み
ち
こ

ひ
ら
つ
か

と

む
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日
時
　
９
月
12
日
㈯
13
時
30
分
〜
14

時
30
分

※

船
側
の
都
合
に
よ
り
予
定
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
室
蘭
港
崎
守
埠
頭
第
６
バ
ー

ス
定
員
　
50
人
（
抽
選
）

対
象
　
西
胆
振
３
市
３
町
に
居
住
す

る
健
脚
な
方

※

乗
船
の
際
は
、
本
人
を
証
明
す
る

参
加
者
全
員
の
運
転
免
許
証
ま
た

は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

応
募
方
法
　
参
加
者
全
員
（
５
人
ま

で
）
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住

所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
性

別
、
身
分
証
明
書
の
種
類
と
番
号

を
記
入
し
、
は
が
き
や
封
書
で
応

募
。

※

記
入
漏
れ
・
不
備
・
重
複
応
募
は

無
効
。

※

当
選
者
の
み
郵
送
で
通
知
。

※

当
選
権
利
の
譲
渡
不
可
。

応
募
締
切
　
７
月
31
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
室
蘭
市
港
湾
部
総
務
課
振

興
係
（
〒
051
　
０
０
２
２
室
蘭
市

海
岸
町
１
丁
目
20
　
30
）

問
い
合
わ
せ
　
同
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
㉒
３
１
９
１
）

日
時
　
８
月
３
日
㈪
・
７
日
㈮
９
時
・

　
13
時
30
分
（
各
回
約
３
時
間
）

見
学
場
所
　
白
鳥
大
橋
Ｐ
４
主
塔
、

室
蘭
港
内
乗
船
体
験
、
沖
合
人
工

島
見
学

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

定
員
　
各
回
12
人
（
抽
選
）

申
し
込
み
　
は
が
き
に
希
望
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
、
希
望
日
と
時

間
を
記
入
し
、
７
月
17
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
室
蘭
開
発
建
設
部
技

術
管
理
課
（
〒
051
　
８
５
２
４
室

蘭
市
入
江
町
１
番
地
14
）

問
い
合
わ
せ
　
同
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
㉕
７
０
２
８
）

－
－－

『
申
し
込
み
』

『
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

初
入
港『
マ
リ
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ

ー
ズ
』船
内
見
学
会
参
加
者
募
集

地
域
の
方
の
た
め
の
現
場
見
学
会

『リサイクルまつり’15イン登別・白老』

８月１日土・２日日　12時～21時７月５日日　10時～14時

第３回のぼりべつ夏祭り

－いぶり食と文化の祭典－

登別市市制施行45周年記念

●若草中央公園●●クリンクルセンター●

▼ 日時　８月８日㈯12時～21時
　　　　　　９日㈰10時～19時

▼ 場所　川上公園
※詳しくは、広報の
　ぼりべつ８月号で
　お知らせします。

登別グリーンピア・
サマーフェスティバル

イベント内容

露店、カラオケ大会、生バンド
演奏、太鼓演奏、ストリートダ
ンス、キャラクターショー（手
裏剣戦隊ニンニンジャー）、子
ども向けステージイベントなど
※会場周辺には駐車場はありま
せんので、公共交通機関をご
利用ください。
問い合わせ　同フェスティバル
　実行委員長・中村さん

（☎090-2879-0861）

・フリーマーケット（雨天中止）
・クリンクルスタンプラリー

　（先着500人に、たい肥５㍑プレゼント）
　※持ち運び用の袋を持参してください。
・ペットボトル釣り大会

・リサイクル工作教室（ペットボトル風車）
・昔のあそび体験コーナー

　※出展者などの都合により
　　イベント内容を変更する
　　ことがあります。
問い合わせ　同まつり運営委員会
（クリンクルセンター内・☎85２９５８）

第28回

そのほか
さまざまな
イベントが
盛りだくさん！！

ふ

と
う
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日
時
　
７
月
31
日
㈮
14
時
〜
15
時
30

分
場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内
容
　
収
穫
に
向
け
た
注
意
点
、
秋

野
菜
の
作
付
け
に
つ
い
て

定
員
　
60
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
普
及
指
導
員

申
し
込
み
　
農
林
水
産
Ｇ

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
２
３
２
１
）

日
時
　
７
月
28
日
㈫
〜
30
日
㈭
、
８

月
４
日
㈫
・
５
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

対
象
　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
と

そ
の
保
護
者

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円

持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
靴

申
し
込
み
　
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
８
月
２
日
㈰
９
時
30
分
〜
12

時
30
分

場
所
　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
で
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
バ
ッ

ジ
を
制
作

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申
し
込
み
　
７
月
15
日
㈬
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
９
月
10
日
㈭
19
時
（
18
時
30

分
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
１
千
500
円

※

当
日
券
は
500
円
増
し
。

※

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

入
場
券
は
７
月
10
日
㈮
か
ら
販
売
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
７
月
28
日
㈫
６
時
40
分
〜
８

時
30
分

場
所
　
室
蘭
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

対
象
　
室
蘭
市
・
登
別
市
に
居
住
す

る
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
30
組

※

希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
。
抽
選

結
果
は
７
月
10
日
㈮
に
電
話
連
絡
。

※

詳
し
く
は
室
蘭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
７
月
５
日
㈰
を
除
く
、

７
月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
の
８
時

か
ら
15
時
ま
で
に
室
蘭
市
場
サ
ー

ビ
ス
㈱
（
☎
44
０
０
１
６
）

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
日
時
　
７
月
11
日

㈯
18
時
30
分
（
18
時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
こ
れ
か
ら
市
民
会
館
で
購
入
す
る

方
　
入
場
料
７
千
500
円
を
市
民
割
引
と

し
て
５
千
円
で
販
売
し
ま
す

●
す
で
に
購
入
し
た
方

　
７
月
11
日
㈯
ま
で
の
９
時
か
ら
17

時
ま
で
に
身
分
証
明
証
と
チ
ケ
ッ
ト

を
市
民
会
館
受
け
付
け
に
持
参
の
上
、

市
民
割
引
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
７
月
４
日
㈯
15
時
（
14
時
30

分
開
場
）

場
所
　
室
蘭
工
業
大
学
大
学
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
工
業
大
学
総
務

グ
ル
ー
プ
（
☎
46
５
０
２
８
）

家
庭
菜
園
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室（
全
５
回
）

加
山
雄
三
フ
ァ
イ
ナ
ル
ホ
ー
ル
コ
ン
サ

ー
ト
ツ
ア
ー
市
民
割
引
の
お
知
ら
せ

第
31
回
蘭
岳
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ニ
メ
教
室

中
村
中
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ツ
ア
ー

夏
休
み
親
と
子
の
市
場
見
学
会
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市民プール
「らくあ」からの

お知らせ
７月26日㈰は水泳大会のため、
18時まで全館休館します。
問い合わせ　市民プール
　　　　　（☎85５５８８）

　全麺協認定者４段位から２段位者が、そば打ちの
指導をします。
日時　第２土曜日、第４日曜日　９時～12時
場所　労働福祉センター
参加料　体験の場合・１回　1,000円
　　　　入会の場合・年会費　3,000円
申し込み　同クラブ　多田さん
　　　　　　　　　　　　（☎090-5076-7418）

幌別そばクラブ幌別そばクラブ そば打ち体験・会員募集
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からのお知らせ『のぼりん』市民活動センター

日時　７月10日㈮13時～15時
内容　静物画の描写
定員　10人（申し込み順）
申し込み　７月７日㈫までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月16日㈭10時～12時
定員　５人（申し込み順）
申し込み　７月13日㈪までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月25日㈯10時～12時
対象　小学生以上の方
内容　講師による対局指導
定員　20人（申し込み順）
申し込み　７月22日㈬までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月25日㈯14時～16時
内容　江差追分の唄い方を指導
定員　20人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
申し込み　７月22日㈬までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月26日㈰10時～12時
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。
申し込み　７月23日㈭までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月22日㈬19時～20時30分
内容　パソコン入門
定員　10人（申し込み順）
※受講経験のある方を優先します。
参加料　500円
申し込み　７月17日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

のぼりん文化講座

日時　７月28日㈫19時～20時30分
内容　文字入力の基本と音声入力について
定員　10人（申し込み順）
※受講経験のある方を優先します。
参加料　500円
※詳しくは問い合わせください。
申し込み　７月24日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　毎週月・金曜日20時30分～21時15分
定員　各曜日10人
参加料　500円
持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物
申し込み　参加希望日の３日前までに市民活動セ
ンター（☎83６８６６）

月日　７月３日㈮～15日㈬
問い合わせ　水彩画サークルフレンド・大島さん
　　　　　　　　　　　　　（☎86３４６６）

月日　７月18日㈯～29日㈬
問い合わせ　登別書道連盟・成田さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎85２０６７）

月日　７月21日㈫～26日㈰
問い合わせ　白菊幼稚園（☎85２５４５）

月日　７月14日㈫～18日㈯
問い合わせ　登別美術協会・佐藤さん
　　　　　　　　　　　（☎090-8278-7549）

日時　７月14日㈫13時30分～15時30分
定員　15人（申し込み順）
持ち物　浴衣、半巾帯、腰紐（２本）、伊達〆（１
本）、タオル（１枚）、おしぼり
申し込み　７月13日㈪までに和の会・藤井さん
　　　　　　　　　　　（☎090-7511-0234）

タブレット教室（全５回のうち第２回）タブレット教室（全５回のうち第２回）

ヨガ教室ヨガ教室

水彩画サークル展水彩画サークル展

第44回夏季書道展第44回夏季書道展

白菊幼稚園家庭教育学級陶芸教室作品展白菊幼稚園家庭教育学級陶芸教室作品展

のぼりん文化講座陶芸教室作品展のぼりん文化講座陶芸教室作品展

浴衣の着付け無料講習会浴衣の着付け無料講習会

水彩画教室水彩画教室

大正琴教室大正琴教室

囲碁教室囲碁教室

江差追分道場江差追分道場

子ども将棋教室子ども将棋教室

パソコン教室（全６回のうち第２回）パソコン教室（全６回のうち第２回）

のぼりん展示コーナー

講習会
のぼりんナイトカルチャー
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　昆虫や川の安全管理など、鉱山の自然について
学びます。
日時　７月５日㈰、８月２日㈰
※いずれも10時～17時。
対象　18歳以上の方
定員　各日10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　野外で活動できる汚れてもよい服装、帽
子、昼食、着替えなど
申し込み　参加希望日の前日までにふぉれすと鉱
山

　滝を目指してリバートレッキングを行います。
日時　７月10日㈮10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　15人
参加料　800円
持ち物　濡れてもよい服装、靴、リュック、タオ
ル、着替え、昼食など
申し込み　７月９日㈭までにふぉれすと鉱山

　カヌー、川遊び、テント泊などを行います。
日時　７月11日㈯10時～12日㈰12時
対象　小学４年生から中学３年生までの子ども
定員　12人（申し込み順）
参加料　2,500円
申し込み　７月８日㈬までにふぉれすと鉱山

　川のせせらぎとともに鉱山の自然を楽しみます。
日時　７月12日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる汚れてもよい服装、帽
子、タオル、飲み物
申し込み　７月11日㈯までにふぉれすと鉱山

　いつも子どもたちが遊ぶ川で、大人の川遊びを
行います。沢靴の貸し出しもあります。
日時　７月13日㈪10時～12時30分
対象　18歳以上の方
参加料　800円
持ち物　濡れてもよい服装・靴、タオル、着替え、
昼食
申し込み　７月10日㈮までにふぉれすと鉱山

　ブランコのメンテナンスや周辺の整備を行いま
す。
日時　７月25日㈯10時～12時
参加料　200円（18歳未満100円）
持ち物　野外で活動できる服装、軍手、帽子、昼
食、飲み物など

申し込み　７月24日㈮までにふぉれすと鉱山

　ふぉれすと鉱山のクライミングボードに挑戦し
ます。
日時　７月31日㈮10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　200円
持ち物　動きやすい服装など
申し込み　７月30日㈭までにふぉれすと鉱山

　安全な川遊びのための講座です。
日時　７月31日㈮10時～15時
対象　自然体験指導者を目指す方、教職員の方
定員　15人
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる汚れてもよい服装、帽
子、昼食、着替えなど

申し込み　７月30日㈭までにふぉれすと鉱山

　夜の森に出掛けます。
日時　８月８日㈯18時～20時
※小学生以下は保護者同伴。
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
申し込み　８月７日㈮までにふぉれすと鉱山

　水遊びをはじめとする、大人も子どもも楽しめ
るイベントを行います。
日時　８月７日㈮～９日㈰
持ち物　野外で活動できる濡れて
もよい服装、飲み物、着替え、
タオル、昼食など

※定員や申し込みはプログ
ラムにより異なります。

※詳しくは問い合わせくだ
さい。

問い合わせ・申し込み　
ふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ

ほかにもいろいろなプログラムを企画しています。詳しくはふぉれすと鉱山に問い合わせください。

コーザンネイチャーガイド養成講座コーザンネイチャーガイド養成講座

たまにはアウトドアライフたまにはアウトドアライフ

わんぱくキャンプ夏わんぱくキャンプ夏

ガイドウォーク～夏色かわいろ～ガイドウォーク～夏色かわいろ～

ｍａｍａのためのサロンｍａｍａのためのサロン
ママママ

里山づくりの日里山づくりの日

はじめてのクライミングはじめてのクライミング

教員向け川のリスクマネジメント講座　滝編教員向け川のリスクマネジメント講座　滝編

夜の森ウオッチング夜の森ウオッチング

夏休みスペシャルウイーク夏休みスペシャルウイーク
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からのお知らせ『のぼりん』市民活動センター

日時　７月10日㈮13時～15時
内容　静物画の描写
定員　10人（申し込み順）
申し込み　７月７日㈫までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月16日㈭10時～12時
定員　５人（申し込み順）
申し込み　７月13日㈪までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月25日㈯10時～12時
対象　小学生以上の方
内容　講師による対局指導
定員　20人（申し込み順）
申し込み　７月22日㈬までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月25日㈯14時～16時
内容　江差追分の唄い方を指導
定員　20人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
申し込み　７月22日㈬までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月26日㈰10時～12時
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。
申し込み　７月23日㈭までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　７月22日㈬19時～20時30分
内容　パソコン入門
定員　10人（申し込み順）
※受講経験のある方を優先します。
参加料　500円
申し込み　７月17日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

のぼりん文化講座

日時　７月28日㈫19時～20時30分
内容　文字入力の基本と音声入力について
定員　10人（申し込み順）
※受講経験のある方を優先します。
参加料　500円
※詳しくは問い合わせください。
申し込み　７月24日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　毎週月・金曜日20時30分～21時15分
定員　各曜日10人
参加料　500円
持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物
申し込み　参加希望日の３日前までに市民活動セ
ンター（☎83６８６６）

月日　７月３日㈮～15日㈬
問い合わせ　水彩画サークルフレンド・大島さん
　　　　　　　　　　　　　（☎86３４６６）

月日　７月18日㈯～29日㈬
問い合わせ　登別書道連盟・成田さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎85２０６７）

月日　７月21日㈫～26日㈰
問い合わせ　白菊幼稚園（☎85２５４５）

月日　７月14日㈫～18日㈯
問い合わせ　登別美術協会・佐藤さん
　　　　　　　　　　　（☎090-8278-7549）

日時　７月14日㈫13時30分～15時30分
定員　15人（申し込み順）
持ち物　浴衣、半巾帯、腰紐（２本）、伊達〆（１
本）、タオル（１枚）、おしぼり

申し込み　７月13日㈪までに和の会・藤井さん
　　　　　　　　　　　（☎090-7511-0234）

タブレット教室（全５回のうち第２回）タブレット教室（全５回のうち第２回）

ヨガ教室ヨガ教室

水彩画サークル展水彩画サークル展

第44回夏季書道展第44回夏季書道展

白菊幼稚園家庭教育学級陶芸教室作品展白菊幼稚園家庭教育学級陶芸教室作品展

のぼりん文化講座陶芸教室作品展のぼりん文化講座陶芸教室作品展

浴衣の着付け無料講習会浴衣の着付け無料講習会

水彩画教室水彩画教室

大正琴教室大正琴教室

囲碁教室囲碁教室

江差追分道場江差追分道場

子ども将棋教室子ども将棋教室

パソコン教室（全６回のうち第２回）パソコン教室（全６回のうち第２回）

のぼりん展示コーナー

講習会
のぼりんナイトカルチャー
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　昆虫や川の安全管理など、鉱山の自然について
学びます。
日時　７月５日㈰、８月２日㈰
※いずれも10時～17時。
対象　18歳以上の方
定員　各日10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　野外で活動できる汚れてもよい服装、帽
子、昼食、着替えなど
申し込み　参加希望日の前日までにふぉれすと鉱
山

　滝を目指してリバートレッキングを行います。
日時　７月10日㈮10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　15人
参加料　800円
持ち物　濡れてもよい服装、靴、リュック、タオ
ル、着替え、昼食など
申し込み　７月９日㈭までにふぉれすと鉱山

　カヌー、川遊び、テント泊などを行います。
日時　７月11日㈯10時～12日㈰12時
対象　小学４年生から中学３年生までの子ども
定員　12人（申し込み順）
参加料　2,500円
申し込み　７月８日㈬までにふぉれすと鉱山

　川のせせらぎとともに鉱山の自然を楽しみます。
日時　７月12日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる汚れてもよい服装、帽
子、タオル、飲み物
申し込み　７月11日㈯までにふぉれすと鉱山

　いつも子どもたちが遊ぶ川で、大人の川遊びを
行います。沢靴の貸し出しもあります。
日時　７月13日㈪10時～12時30分
対象　18歳以上の方
参加料　800円
持ち物　濡れてもよい服装・靴、タオル、着替え、
昼食
申し込み　７月10日㈮までにふぉれすと鉱山

　ブランコのメンテナンスや周辺の整備を行いま
す。
日時　７月25日㈯10時～12時
参加料　200円（18歳未満100円）
持ち物　野外で活動できる服装、軍手、帽子、昼
食、飲み物など

申し込み　７月24日㈮までにふぉれすと鉱山

　ふぉれすと鉱山のクライミングボードに挑戦し
ます。
日時　７月31日㈮10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　200円
持ち物　動きやすい服装など
申し込み　７月30日㈭までにふぉれすと鉱山

　安全な川遊びのための講座です。
日時　７月31日㈮10時～15時
対象　自然体験指導者を目指す方、教職員の方
定員　15人
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる汚れてもよい服装、帽
子、昼食、着替えなど

申し込み　７月30日㈭までにふぉれすと鉱山

　夜の森に出掛けます。
日時　８月８日㈯18時～20時
※小学生以下は保護者同伴。
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
申し込み　８月７日㈮までにふぉれすと鉱山

　水遊びをはじめとする、大人も子どもも楽しめ
るイベントを行います。
日時　８月７日㈮～９日㈰
持ち物　野外で活動できる濡れて
もよい服装、飲み物、着替え、
タオル、昼食など

※定員や申し込みはプログ
ラムにより異なります。

※詳しくは問い合わせくだ
さい。

問い合わせ・申し込み　
ふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ

ほかにもいろいろなプログラムを企画しています。詳しくはふぉれすと鉱山に問い合わせください。

コーザンネイチャーガイド養成講座コーザンネイチャーガイド養成講座

たまにはアウトドアライフたまにはアウトドアライフ

わんぱくキャンプ夏わんぱくキャンプ夏

ガイドウォーク～夏色かわいろ～ガイドウォーク～夏色かわいろ～

ｍａｍａのためのサロンｍａｍａのためのサロン
ママママ

里山づくりの日里山づくりの日

はじめてのクライミングはじめてのクライミング

教員向け川のリスクマネジメント講座　滝編教員向け川のリスクマネジメント講座　滝編

夜の森ウオッチング夜の森ウオッチング

夏休みスペシャルウイーク夏休みスペシャルウイーク
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今月の新着図書今月の新着図書
市立図書館市立図書館

※市立図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

不用品不用品ダイヤルダイヤル市市 申し込み・問い合わせは

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時
登別消費者協会（☎　8307） ☎　4324☎　4324

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）
●座卓用藤テーブル（直径88㌢㍍・ガラス張り）●木製テーブル●ガス
コンロ台●たこ焼き器●漬物石（直径25㌢㍍）●カメラ（フラッシュ付
き）●革靴（茶色・26.5㌢㍍、黒色・26㌢㍍）●ゴルフセット（男子用）
●グランドゴルフ用スティック（ケース付き）●ポータブル石油ストー
ブ●電気カーペット（２畳用）●電気こたつ●電気ストーブ●電動ミシ
ン●足踏みミシン●介護用ポータブルトイレ●ベビーバス●学習机（木
製）●おひな様セット●おひな様（７段）●おひな様（ガラスケース入
り）●幼児用バイオリン●クラシックＣＤ（６枚）●精米機●餅つき器
●夏タイヤ（145／80Ｒ13）●テレビ台（100×42×40㌢㍍）●男性用スピ
ードスケート靴（黒色・26㌢㍍）●ワープロ用リボン

ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）
●婦人用自転車（24～26㌅）●鉄瓶●白菊幼稚園男子制服●男子低学年
用スキーセット●子ども用自転車（12～14㌅）●計量はかり（５㌔㌘以
内）●天体望遠鏡●木製臼・きね●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●
ベビーカー（２人乗り用）●ジュニアシート●オルゴール●紙折り機械
●電動ミシン●全自動洗濯機●ワープロ

ラプラスの魔女ラプラスの魔女

これはまるこれはまる

　　東野　圭吾 著　　東野　圭吾 著
ひがしの　　　 けい　ごひがしの　　　 けい　ご

なかがわなかがわ ツペラ　　　　　　ツペラツペラ　　　　　　ツペラ

しもじゅう　　あき　こ

しの　だ　　　 とうこう

くろやなぎ　　 てつ　こ

　　中川　ひろたか 文　　tupera tupera 絵　　中川　ひろたか 文　　tupera tupera 絵

　円華という女性のボディガー
ドを依頼された元警官の武尾は、
彼女の不思議な〈力〉を疑いは
じめる。２つの温泉地で起きた
死亡事故の検証に赴いた研究者・
青江は、双方の現場で円華を目
撃し…。

　グレープフルーツや石、ボタ
ン…。身のまわりには、『まる』
がいっぱい。まるを並べて遊ん
だら、なにになるかな? まるが
いろんなものに見える、見立て
遊びの絵本。
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第
34
回
工
学
院
祭

　
学
生
主
体
で
年
１
回
開
催
す
る
同

祭
り
。
入
場
料
は
無
料
で
、
駐
車
場

も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
高
校
生
・
保
護
者
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

・
７
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　
11
時
30
分
〜
17
時
30
分

・
７
月
18
日
㈯

　
11
時
30
分
〜
15
時

・
７
月
26
日
㈰
・
31
日
㈮

　
10
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

　
７
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
、
『
第
34

回
工
学
院
祭
』
を
開
催
し
ま
す
。
ゲ

ス
ト
を
招
き
開
催
す
る
お
笑
い
ラ
イ

ブ
や
、
『
室
蘭
百
花
繚
蘭
』
、
『
Ａ

Ｊ
Ｇ
　
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
』
に
よ
る
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
『
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
』
に

よ
る
和
太
鼓
演
奏
の
ほ
か
、
ダ
ン
ス

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
生
バ
ン
ド
な
ど
に
よ

る
ラ
イ
ブ
演
奏
や
、
学
科
展
示
、
ビ

ン
ゴ
大
会
、
模
擬
店
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
う
れ

し
い
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し
で
す
。

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体
験
入

学
』
も
同
日
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学
』
の
ご
案
内

◇家族という病 下重　暁子 著
◇一〇三歳になってわかったこと 篠田　桃紅 著
◇トットひとり 黒柳　徹子 著

かぜ こうじょう

どう ぶつびょういん

◇アントンせんせいおでかけです 西村　敏雄 作
◇ねこの風つくり工場 みずの　よしえ 作
◇動物病院のマリー（5） タチアナ・ゲスラー 著

にし むら　　　とし　お

▲学生主体による模擬店

▲ライブ会場は毎年大盛り上がり

地 域 だ よ り35

地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

FAX

　
登
別
本
町
２
町
会
で
は
、
夜
に
災

害
が
発
生
し
た
と
き
で
も
迅
速
で
的

確
に
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
、

５
月
中
旬
に
19
時
か
ら
、
津
波
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
防
災
用
品
の
入
っ
た

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
い
な
が
ら
、

「
足
元
の
感
覚
が
昼
間
と
全
く
違
う
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
冬
の
厳
寒
期
な
ど
に

年
数
回
、
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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会
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畠
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憲
一

い
ざ
と
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う
と
き
に
備
え
て
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け
や
ま
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ん
い
ち

　
登
別
東
町
一
町
会
は
、
登
別
駅
の

『
花
の
駅
長
さ
ん
』
の
委
嘱
を
受
け

て
か
ら
、
こ
と
し
で
10
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
町
内
会
と
駅
と
の
連
携
を
大
切
に

し
、
市
へ
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
お
も

て
な
し
の
気
持
ち
を
持
ち
、
駅
周
辺

の
花
の
植
え
込
み
や
水
や
り
、
雑
草

取
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
春
と
夏
の
苗
植
え
込
み
に
は
、
多

く
の
町
内
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
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長
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信
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『
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』
と
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中
央
新
生
町
内
会
で
は
、
平
成
27

年
度
新
規
事
業
と
し
て
、
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
サ
ロ
ン
を
月
２
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
初
心
者
に
は
親
切
丁
寧
に
指
導
し

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
マ
ー
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ャ
ン
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を
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る
こ
と
で
、
大
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に

笑
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健
康
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進
に
つ
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、
引
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り
を
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ぐ
こ
と
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目
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に
、
風

船
バ
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ー
や
輪
投
げ
、
音
楽
に
合
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せ
た
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
の
サ
ロ
ン
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を
実
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し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
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、
認
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な
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の
健
康
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、
最
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の
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の
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、
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取
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生
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望
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清

多
く
の
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流
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な
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を

み
ず
ぐ
ち
　
　
　
　
き
よ
し



34日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書

今月の新着図書今月の新着図書
市立図書館市立図書館

※市立図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

不用品不用品ダイヤルダイヤル市市 申し込み・問い合わせは

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時
登別消費者協会（☎　8307） ☎　4324☎　4324

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）
●座卓用藤テーブル（直径88㌢㍍・ガラス張り）●木製テーブル●ガス
コンロ台●たこ焼き器●漬物石（直径25㌢㍍）●カメラ（フラッシュ付
き）●革靴（茶色・26.5㌢㍍、黒色・26㌢㍍）●ゴルフセット（男子用）
●グランドゴルフ用スティック（ケース付き）●ポータブル石油ストー
ブ●電気カーペット（２畳用）●電気こたつ●電気ストーブ●電動ミシ
ン●足踏みミシン●介護用ポータブルトイレ●ベビーバス●学習机（木
製）●おひな様セット●おひな様（７段）●おひな様（ガラスケース入
り）●幼児用バイオリン●クラシックＣＤ（６枚）●精米機●餅つき器
●夏タイヤ（145／80Ｒ13）●テレビ台（100×42×40㌢㍍）●男性用スピ
ードスケート靴（黒色・26㌢㍍）●ワープロ用リボン

ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）
●婦人用自転車（24～26㌅）●鉄瓶●白菊幼稚園男子制服●男子低学年
用スキーセット●子ども用自転車（12～14㌅）●計量はかり（５㌔㌘以
内）●天体望遠鏡●木製臼・きね●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●
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死亡事故の検証に赴いた研究者・
青江は、双方の現場で円華を目
撃し…。

　グレープフルーツや石、ボタ
ン…。身のまわりには、『まる』
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室蘭市 伊達市白老町

開拓の歴史と伝統を受け継ぐ
第41回伊達武者まつり

７月24日㈮～26日㈰
むろらん港まつり

２０１５年元気まち
しらおい港まつり

７月19日㈰10時～21時
　  20日㈪ 9時～17時
登別ビーチパーク
（登別マリンパーク前庭）

７月19日㈰10時～21時
　  20日㈪ 9時～17時
登別ビーチパーク
（登別マリンパーク前庭）

問い合わせ 勝間さん ☎０７０-５６００-５４３６問い合わせ 勝間さん ☎０７０-５６００-５４３６

わくわく広場のぼりべつ２０１５わくわく広場のぼりべつ２０１５
『 Ｈｉｐａｈｉｐａ ～乾杯！～ 』『 Ｈｉｐａｈｉｐａ ～乾杯！～ 』

FAX

　ことしで17回目を迎える『産業ま
つり』では、白老町を代表する『海
産物』を中心に、『海食（海鮮）』
『山食（白老牛）』など豊かな食を
提供し、『食材王国しらおい』の魅
力を発信します。
　同時に、人気の花火大会も開催し
ます。

▼日時　７月25日㈯17時～21時
　　　　　　26日㈰９時～17時

▼場所　白老港インカルミンタル

▼問い合わせ　同まつり実行委員会
（☎０１４４82２２７５）

◎納涼花火大会

▼日時　７月24日㈮20時～
　（フェリー埠頭沖で打ち上げ）
※雨天時は26日㈰に延期。
◎総参加市民おどり・室蘭ねりこみ

▼日時　７月25日㈯16時～市民おど
　り、17時30分～室蘭ねりこみ（い
　ずれも中央町）
◎よさこいソーラン イン むろらん

▼日時　７月26日㈰14時～中島町、
　15時30分～フェリー埠頭

▼問い合わせ　同まつり実行委員会
　事務局（☎　０１０２）

◎伊達武者山車パレード

▼日時　８月１日㈯18時30分～
　（出陣式18時）

▼場所　ＪＲ伊達紋別駅前～市役所
◎武者行列

▼日時　８月２日㈰11時30分～

▼場所　伊達小学校～市役所
◎弓隊演武など

▼日時　８月２日㈰12時30分～

▼場所　だて歴史の杜カルチャーセ
　ンター

▼問い合わせ　同まつり実行委員会
　事務局（☎０１４２　３３３１）

－ステージイベント－－ステージイベント－
○登別出身のハワイアン歌手
　石川優美＆ＰｏｎｏＬａｎｉ
　Ｌｉｖｅ
○登別出身のプロレスラー斗猛
　矢の芝生プロレス
○デンマーク王国訪問団と市内
　小学生の合唱による国際交流
○登別オニッコマーチング
　バンド
○登別中学校吹奏楽部
○柳技伝（和太鼓）
○浴衣コンテストなど

こども遊び広場＆わくわく列車、室工大夢工房による
科学体験、スパスライダー、パークゴルフ、消防体験、
ＪＡＦコーナー、自衛隊体験、露店など

●７月19日㈰７・９・11時
　イルカウオッチング

　 ▼集合場所　登別漁港
　※事前に申し込みが必要です。
　※詳しくは問い合わせください。

●７月19日㈰17時～
　マリンパークニクス城ライトアップ
　による夜の観覧車

●７月20日㈪16時～
　大ビンゴ大会

▼チケット内容
　特別協賛マリンパーク割引入場券（19日・20日のみ
　有効）、ドリンク券４枚（ビールは２枚と交換）、
　ビンゴカード引換券、こども遊び広場利用券２枚

▼取り扱い　登別地区コンビニエンスストア、登別商
　店会加盟店ほか

－特別イベント－－特別イベント－

－両日開催－－両日開催－
『わくわく前売りチケット』1,000円で販売中『わくわく前売りチケット』1,000円で販売中

マリンパーク25周年・わくわく広場イベント通算25周年・登別市市制施行45周年マリンパーク25周年・わくわく広場イベント通算25周年・登別市市制施行45周年
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